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児童虐待は社会全体で解決すべき問題です

　境港市では、一人でも多くの皆さんに児童虐待防止に関心を持ってもらうため、１１月の「児童虐待防止推進月

間」を中心に、境港市要保護児童対策地域協議会の構成員（福祉・教育・医療・警察機関など）で、オレンジリボ

ンたすきリレーやオレンジリボンの配布等の児童虐待防止普及啓発のためのキャンペーンイベントを展開します。

虐待かもと思ったらすぐにお電話をください
　あなたの１本のお電話で救われる子どもがいます。

　 ▼連絡（相談）・問い合わせ先　　◇子育て支援課　家庭児童相談室　（☎４７－１０７７）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇米子児童相談所　　（☎３３－１４７１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇全国共通ダイヤル　（☎１

いちはやく

８９）

１１月１１月は は 児童虐待防止推進月間 児童虐待防止推進月間 ですです
今年度の標語　未来へと　命を繋ぐ　１８９（いちはやく）

オレンジリボン運動

　「児童虐待のない社会の実現」を目指す市民運動です。

　わたしたち一人ひとりが「子育てにやさしい社会」を作ることが、児童虐待の防止につなが

ります。児童虐待防止に賛同される人が、それぞれ胸にオレンジリボンを着けることで、児童

虐待防止の活動に参加できます。

オレンジリボンたすきリレー
　「子どもたちに明るい未来を」を合言葉に、児童虐待防止の象徴カラーであるオレンジ色のたすきをかけて沿道

を走り、児童虐待防止の啓発を行います。ランナーへの応援をよろしくお願いします。

▲

と　き　１１月１7日（土）

　　　　　午前１０時～１１時（小雨決行）

　　　　　※中止の場合は市ホームページでご案内します。

▲

ところ　市役所（正面玄関前）から

　　　　　県道２８５号線を経由するコース

　　　　　※詳細は右記コース図を参照

▲

たすきリレーについて

　市内の主な中継地点は次のとおりです。

　　◇済生会境港総合病院（１０：１０頃）

　　◇みなと保育園（１０：２０頃）

　　◇学校給食センター（１０：３０頃）

　　◇誠道公民館（１０：４０頃）

　　◇つばさ保育園（１０：５０頃）

▲

問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係（☎４７－１０７７）
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児童虐待とは・・・

身体的虐待 … 殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせる など　　　　　　    

性 的 虐 待 … 子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にする など

ネグレクト …
 家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、重い

　　　　　　　 病気になっても病院に連れて行かない など

心理的虐待 … 
言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で家族に対して

　　　　　　　 暴力をふるう（ＤＶ）  など
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　境港市は、「人権」を身近に感じていただきたいと、１２月１５日（土）に、「絆がはぐくむまちづくり」をテーマに、今

年度も「人権ふれあいフェスティバル」を開催します。

　土曜日の午後のひととき、「高齢化社会」と「人権」について考える、心豊かな「出会い」の場になればと思います。み

んなで取り組む「高齢者が安心して暮らせる人権尊重のまちづくり」について、思いを巡らしてみませんか。

▼と　き　１２月１５日（土）　午前１１時３０分～午後３時３０分

▼ところ　文化ホール

▼内　容

◇展示（午前１１時３０分～）

　小・中学生の人権標語やポスター、人権啓発パネルほか

◇バザー（午前１１時３０分～午後１時、

　　　　　午後３時～３時３０分　※一部のみ）

◇開会行事（午後１時～）

　まつぼっくり太鼓演奏ほか

◇人権講演会（午後１時３０分～３時）

　あのベストセラー「おひとりさまの老後」の著者である上野千鶴子さんの

講演会

・演題　おひとりさまの老後を支える地域づくり

・講師　上野千鶴子さん（社会学者、東京大学名誉教授、認定ＮＰＯ法人ウィメンズアクションネットワーク（ＷＡＮ）理事長）

※講演会終了後、著書販売と上野さんによるサイン会もあります。

▼入場料　無料（要整理券）

　当日、空席がある場合、整理券なしでも入場可能です。

▼定　員　４００人

　整理券は、市内各公民館、しおさい・なぎさ会館、市民図書館、文化ホール、海とくらしの史料館、地域振興課

人権政策室で１１月１５日（木）から配付します。

※手話通訳あり。

※託児希望の場合は、１２月 ５日（水）までに申し込んでください。

▼託児申し込み・問い合わせ先

　地域振興課人権政策室（☎４７－１１０２）

　　　　　　　　　　　　FAX４４－３００１

　Mail chiikishinkou@city.sakaiminato.lg.jp

　世界人権宣言が国連総会で採択された１２月１０日を記念して「人権デー」とし、

この日を最終日とする１週間を「人権週間」としており、今年は７０回目（世界人

権宣言は制定７０周年）となります。

　この機会に、あらためてさまざまな人権問題に関心を持ち、家庭や地域、職場な

どで人権に対する理解を深め、全ての人々の人権が尊重される「豊かで安心できる

社会の実現」を目指していくことが大切です。

１２月４日（火）～１０日（月）は「人権週間」です

人権ふれあいフェスティバルを開催します

１２月　人権ふれあいフェスティバル

人ＫＥＮまもる君 人ＫＥＮあゆみちゃん

菅野勝男撮影
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危険なブロック塀の撤去・改修を支援します
▼注意事項

　補助金の交付決定前に工事・契約をしてしまうと、

　補助が受けられませんのでご注意ください！

▼問い合わせ先

　建築営繕課建築指導係（☎４７－１０６２）

　６月１８日に大阪で発生した地震で、ブロック塀の倒壊による事故が発生したことを受け、境港市
では、危険なブロック塀等の撤去・改修に係る費用の一部を補助します。

１．ブロック塀の撤去

▲

対象となるブロック塀
◇不特定の者が通行する道に面する高さ６０㎝以上のコ

　ンクリートブロック塀、石積塀、レンガ塀

◇点検表により危険性が確認されたもの

▲

補助金の額
◇見積額と基準額(９，０００円／ｍ)により算出した

　額のいずれか少ない額の２／３
◇ただし、 １敷地につき最大１５万円まで

２．フェンス・生垣への改修

　
※「１．ブロック塀の撤去」にあわせて行う場合のみ利用できます。

▲

対象となるフェンス・生垣
◇市の補助を受けて撤去したブロック塀の代わりに新設

　するフェンス、生垣

◇軽量なもの

▲

補助金の額
◇見積額と基準額(２５，０００円／ｍ)により算出し

　た額のいずれか少ない額の１／３
◇ただし、１敷地につき最大１０万円まで

申し込み方法

▼申込期間　　１１月１９日（月）～３０日（金）
　　　　　　　※ただし募集件数に満たない場合は継続して受け付けます。

▼申込方法　　必要書類を建築営繕課の窓口にご持参ください。

▼必要書類　　申請書、点検表、工事に係る見積書、ブロック塀の写真
　　　　　　　※申請書、点検表については、市ホームページに掲載するほか、建築営繕課の窓口お
　　　　　　　　よび公民館にて配布しています。

▼募集件数　　３０件程度（予算の範囲内で受け付けます）
　　　　　　　※申し込み多数の場合は、通学路沿いおよび危険度の高いブロック塀を優先とし、抽
　　　　　　　　選となることもあります。

国道４３１号線美保町交差点の信号が歩車分離式に変わりました
　国道４３１号線の中野町交差点、竹内団地入口交差点、美保町交差点の信号機は歩車分離式信号機です。ご注意くだ

さい。

　歩車分離式信号機とは、車両の通過と歩行者の横断が交わらないように、青信号のタイミングを分離している信号機

です。一般的な歩車分離式信号機は、一定の周期ですべての車両用信号を赤色表示にして歩行者信号のみ青色を表示し

ますが、この３カ所の信号機は、押しボタンを押したときのみ歩行者用信号が全て青色になる「押しボタン方式」です。

押しボタンを押さなければ、国道を渡る歩行者用信号は青色に変わりません。

　自動車を運転される人は、思い込みによる「うっかり発進」をしないよう、信号機をよく見て通行してください。

　　　【歩車分離式信号の位置】

▼問い合わせ先　境港警察署交通課（☎４４－０１１０）
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　今年は、大山山麓のさまざまな魅力を感じられるイベントが行われていますが、今を生きる私たちにつながっている

歴史も大きな魅力の一つです。１１月も、この地域ならではの歴史や文化を感じられるイベントが行われます。

＜関連イベントの一部を紹介＞

特別展「名刀展　～森井父子三人の仕事～」
　日本刀の公募展「新作日本刀　刀剣　外装　刀職技術展覧会」の第１回展から連続上位入賞を果たし、昨年、第８回

展において最高賞を受賞した、米子市出身の刀剣研師森井鐡
てつたろう

太郎さん（埼玉県在住）と鞘師の敦
あつ ひ ろ

央さん（横浜市在住）

兄弟、その父で研師の森井偲
しくん

訓さん（米子市在住・日本刀文化振興協会理事）親子３人の刀職人の技を紹介する展覧会。

　 ▼と　き　１１月２日（金）～１２月２日（日）　※毎週月曜休館

　 ▼ところ　日南町美術館

米子城フェスタ
　米子城三の丸広場をメイン会場に、マルシェや米子城と城下町一帯をテーマにした各種イベントを実施。

　 ▼と　き　１１月１０日（土）午前１０時～午後３時

　 ▼ところ　米子城三の丸広場（湊山球場）、米子市立山陰歴史館

【その他の１１月実施関連イベント】

と　　き イベント名 ところ

１１月１日（木）～１８日（日） 米子城跡ライトアップ 米子城跡

１１月１０日（土） 奥大山古道ウォーク 江府町

１１月１１日（日）
「来て、見て、感動！米子城」
米子城跡を活かしたまちづくりシンポジウム

米子市公会堂

１１月１２日（月）～１８日（日） 御机茅葺小屋・銀杏並木ライトアップ 江府町　御机ほか

１１月２３日（金・祝）～２５日（日） 第八次米子映画事変 ＪＲ米子駅周辺

▼問い合わせ先　伯耆国「大山開山１３００年祭」実行委員会　（☎３１－９３７１）

　　　　　　　　公式ホームページアドレス　http://www.daisen1300.org/

地域の歴史に触れるイベント
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▼問い合わせ先

　財政課財政係（☎47－1012）

区    分 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率

市 税 39 億 2,298 万円 24 億 247 万円 61.2％

地 方 交 付 税 30 億 9,000 万円 20 億 7,710 万円 67.2％

国・県支出金 35 億 3,304 万円 10 億 2,718 万円 29.1％

市 債 11 億 3,380 万円 0万円 0.0％

そ の 他 47 億 8,953 万円 10 億 5,731 万円 22.1％

合 計 164 億 6,935 万円 65 億 6,406 万円 39.9％

区    分
１人当たり
の負担額

１世帯当たり
の負担額

備　考

市 税 114,550 円 258,057 円

人口

　34,247 人

世帯数

　15,202 世帯

国民健康

保 険 税
89,550 円 137,055 円

被保険者数

　6,826 人

対象世帯数

　4,460 世帯

総務費（執行率：28.0％）

予算現額　20億 4,675 万円

支出済額　 5億 7,341 万円

民生費（執行率：37.5％）

予算現額　56億 8,128 万円

支出済額　21億 2,923 万円

衛生費（執行率：37.6％）

予算現額　11億   765 万円

支出済額　 4億 1,675 万円

商工費（執行率：65.8％）

予算現額　15億 7,992 万円

支出済額　10億 3,985 万円

その他（執行率：41.5％）

予算現額　11億 2,070 万円

支出済額　 4億 6,456 万円

公債費（執行率：36.1％）

予算現額　14億 4,632 万円

支出済額　 5億 2,170 万円

教育費（執行率：38.7％）

予算現額　16億 6,890 万円

支出済額　 6億 4,507 万円

土木費（執行率：28.0％）

予算現額　18億 1,783 万円

支出済額　 5億   896 万円

一般会計歳出一般会計歳出

予算現額：164 億 6,935 万円

支出済額： 62億 9,953 万円

　　　　　（執行率：38.3％）

一般会計歳入一般会計歳入 市民の税負担状況市民の税負担状況

境 港 市 の　 財 政 状 況財 政 状 況
　境港市は、市民の皆さんが納める税金や国から交付される地方交付税

などで運営されています。これら収支の状況は、毎年２回財政公表とし

てお知らせしています。今回は平成３０年度予算の執行状況や市債の状

況などについてお知らせします。

（平成３０年９月３０日現在）

予 算 現 額 収 入 済 額 収 入 率

6 億 1,127 万円 2億 6,291 万円 43.0％

国民健康保険税の収入状況国民健康保険税の収入状況

市報さかいみなと　6



境 港 市 の　 財 政 状 況境 港 市 の　

用

語

の

説

明

【
一
般
会
計
】

　

市
が
行
う
行
政
運
営
の
基
本
的
な

経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
、
市
の
会

計
の
中
心
と
な
る
も
の
で
す
。

【
特
別
会
計
】

　

市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、

一
般
会
計
と
区
別
し
て
設
置
す
る
も

の
で
す
。

【
公
営
企
業
会
計
】

　
「
独
立
採
算
」
を
原
則
と
す
る
会

計
で
、
特
別
会
計
の
う
ち
※
印
の
も

の
で
す
。

【
市　

税
】

　

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
皆

さ
ん
が
市
に
納
め
る
税
金
で
す
。

【
地
方
交
付
税
】

　

所
得
税
や
法
人
税
な
ど
、
国
が
徴

収
し
た
税
金
の
一
部
が
、
市
の
財
政

状
況
等
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
で
す
。

【
国
・
県
支
出
金
】

　

工
事
や
福
祉
、
教
育
事
業
な
ど
、

特
定
の
事
業
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、

国
ま
た
は
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

で
す
。

【
市　

債
】

　

大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
国

や
金
融
機
関
等
か
ら
借
り
る
市
の
借

金
で
す
。

【
総
務
費
】

　

課
税
徴
収
、
市
民
活
動
、
広
報
、

情
報
処
理
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
民
生
費
】

　

障
が
い
者
、
高
齢
者
、
保
育
園
、

生
活
保
護
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
衛
生
費
】

　

健
康
診
断
や
予
防
接
種
、
ご
み
処

理
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
商
工
費
】

　

各
種
資
金
融
資
や
観
光
振
興
等
に

関
す
る
経
費
で
す
。

【
土
木
費
】

　

道
路
・
公
園
の
整
備
や
維
持
管
理
、

市
営
住
宅
管
理
等
に
関
す
る
経
費
で

す
。

【
教
育
費
】

　

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
、
図
書
館
、

公
民
館
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
公
債
費
】

　

市
が
借
り
入
れ
た
借
金
（
市
債
）

の
返
済
に
要
す
る
経
費
で
す
。

【
一
時
借
入
金
】

　

支
出
す
る
現
金
が
不
足
し
た
と
き

に
、
資
金
繰
り
の
た
め
金
融
機
関
か

ら
一
時
的
に
借
り
る
お
金
で
す
。

【
基　

金
】

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て

ら
れ
る
資
金
等
で
、
市
の
貯
金
で
す
。

会  計  名    未 償 還 額

一 般 会 計 119 億 1,344 万円

下水道事業費特別会計 108 億 5,657 万円

そ の 他 特 別 会 計 7億 5,002 万円

合 計 235 億 2,003 万円

会  計  名 借 入 金 額

一 般 会 計 0万円

会  計  名
（※印：公営企業会計）

予 算 現 額
収 入 済 額

支 出 済 額

国民健康保険費 38 億 2,982 万円
18 億 9,638 万円

14 億 6,523 万円

駐 車 場 費 ※ 1億 5,463 万円
2,217 万円

1億 4,810 万円

下水道事業費※ 28 億 3,308 万円
3億 7,202 万円

9億 1,235 万円

高齢者住宅整備
資金貸付事業費

532 万円
98 万円

0万円

介 護 保 険 費 39 億 5,831 万円
15 億 3,188 万円

15 億 2,709 万円

土地区画整理費※ 3億 9,195 万円
1万円

3億 7,700 万円

市 場 事 業 費 ※ 6,280 万円
3,614 万円

2,542 万円

後期高齢者医療費 4億   819 万円
1億 4,088 万円

1億 4,230 万円

特別会計予算の執行状況特別会計予算の執行状況 市債の現在高市債の現在高

一時借入金の現在高一時借入金の現在高

市民１人当たりの市債現在高

（公営企業会計を除く）

　３４７，８９７円

市有財産の状況市有財産の状況

基金

46 億 4,679 万円

土地

1,803,724 平方㍍

建物

138,880 平方㍍

有価証券・出資金など

2億 4,912 万円

7　平成３０年１１月



市

政

概

要

報

告

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
連
携

　

本
年
４
月
、
地
域
連
携
の
基
盤
で

あ
る
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

市
長
会
の
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。

　

こ
の
圏
域
が
、
北
東
ア
ジ
ア
の
ゲ

ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
、
日
本
海
側
を

代
表
す
る
拠
点
と
な
る
よ
う
、
一
層

強
固
な
連
携
の
も
と
、
各
市
が
有
す

る
特
徴
的
な
資
源
や
優
位
性
を
活
か

し
た
一
体
的
な
発
展
、
振
興
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、「
力
強
い
圏
域
産
業

の
国
内
外
へ
の
発
信
」、「
中
海
・
宍

道
湖
・
大
山
圏
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
機

構
の
本
格
稼
働
」、「
圏
域
の
さ
ら
な

る
連
携
と
協
働
の
実
現
」
を
柱
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
は
、
社
会
基
盤
の
整
備
促

進
に
関
す
る
要
望
の
連
携
強
化
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
境
港
の
港
湾
整
備

に
加
え
、
道
路
網
整
備
と
新
幹
線
整

備
に
つ
き
ま
し
て
、
要
望
活
動
を
活

発
に
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

環

日

本

海

交

流

　

環
日
本
海
国
際
フ
ェ
リ
ー
に
つ
き

ま
し
て
は
、
就
航
か
ら
10
年
目
を
迎

え
、
７
月
14
日
に
は
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
催
し
、
関
係
者
の
皆
様
と

節
目
を
祝
う
と
と
も
に
、
航
路
の
さ

ら
な
る
利
用
拡
大
を
期
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

米
子
鬼
太
郎
空
港
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ソ
ウ
ル
便
が
機
材
繰
り
の
影
響

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
週
５
便
が
、

８
月
27
日
の
週
か
ら
週
３
便
に
減
便

さ
れ
ま
し
た
が
、
10
月
28
日
か
ら
の

冬
ダ
イ
ヤ
に
お
き
ま
し
て
、
週
６
便

に
増
便
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

利
便
性
が
大
幅
に
向
上
い
た
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
週
６
便
の
定
着
に
向
け
、
利
用

促
進
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

第
24
回
環
日
本
海
拠
点
都
市
会
議

が
、
８
月
３
日
、
中
国
・
琿
フ
ン
チ
ュ
ン春
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
環
日
本
海
拠
点
都
市
間
の
友
好

交
流
と
、
地
域
間
の
経
済
貿
易
協
力

関
係
の
強
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
参
加

都
市
の
代
表
が
一
堂
に
会
し
て
、
交

流
と
議
論
を
深
め
、
観
光
、
経
済
、

貿
易
分
野
な
ど
の
さ
ら
な
る
交
流
促

進
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
４
日
に
は
、
琿
春
市
と

の
友
好
都
市
提
携
25
周
年
記
念
式
典　

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
市
議
会
、
境
港
商
工
会

議
所
、
市
民
団
体
な
ど
本
市
か
ら
総

勢
17
人
が
参
加
し
、
こ
れ
ま
で
の

様
々
な
交
流
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

今
後
よ
り
一
層
友
好
を
深
め
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。水

木

し

げ

る

ロ

ー

ド

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に
つ
き
ま
し

て
は
、
約
１
年
２
カ
月
に
わ
た
る
工

事
が
完
了
し
、
７
月
14
日
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
布
枝
夫
人
を
お
迎
え
し

て
、
記
念
パ
レ
ー
ド
や
記
念
式
典
を

開
催
し
た
ほ
か
、
ア
ニ
メ
「
ゲ
ゲ
ゲ

の
鬼
太
郎
」
の
声
優
を
招
い
て
の
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
や
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
ま
し
た
鬼
太
郎
列
車
の
お
披
露
目

も
あ
り
、
大
い
に
賑
わ
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
か
ら
３

日
間
の
入
込
客
数
は
、
10
万
人
を
超

え
、
ま
た
、
お
盆
の
期
間
を
含
む
、

８
月
11
日
か
ら
16
日
ま
で
の
間
で
は

22
万
人
余
、
前
年
比
１
７
４
％
と
大

幅
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
く
、
誰

も
が
楽
し
め
る
道
」
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
っ
た
ロ
ー
ド
を
、
連
日
多
く
の

人
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
特
に
、
全
線
に
わ
た
っ
て

演
出
照
明
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、

夜
間
に
訪
れ
る
観
光
客
や
市
民
の
皆

さ
ん
が
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

８
月
の
土
曜
日
・
日
曜
日
を
中
心

に
、
夜
間
、
歩
行
者
天
国
に
し
て
、

妖
怪
の
着
ぐ
る
み
が
練
り
歩
く
妖
怪

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
し
、
水
木

し
げ
る
記
念
館
に
お
い
て
は
、
７
月

と
８
月
の
２
カ
月
間
、
開
館
時
間
を

午
後
８
時
ま
で
延
長
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
商
店
街
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
土
曜
夜
市
の
開
催
や
、
店

舗
の
営
業
時
間
延
長
な
ど
に
取
り
組

ま
れ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
目
的
の
一

つ
で
も
あ
り
ま
す
「
夜
の
賑
わ
い
づ

く
り
」
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
の
街
な
み
環
境
整
備

事
業
を
活
用
し
た
沿
道
の
景
観
形
成

に
つ
き
ま
し
て
は
、
沿
道
の
皆
さ
ん

で
組
織
す
る
運
営
協
議
会
が
定
め
た

街
な
み
環
境
整
備
協
定
に
対
し
、
７

月
に
認
定
証
を
交
付
し
、
申
請
の
受

付
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

協
定
に
は
、
８
割
を
超
え
る
皆
さ

ん
が
同
意
し
て
お
ら
れ
、
現
在
、
申

請
に
向
け
て
多
く
の
問
い
合
わ
せ
も

い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
、
こ
の
事

業
を
活
用
し
た
街
な
み
づ
く
り
が
進

み
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
さ
ら
な

る
魅
力
向
上
に
繋
が
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
連
携

９月定例市議会報告
　９月定例市議会が９月５日から２５日まで開催されました。
　定例市議会には、平成３０年度一般会計補正予算などが上程され、次のとおり可決
されました。

環

日

本

海

交

流

水

木

し

げ

る

ロ

ー

ド

市報さかいみなと　8



水

産

業

の

振

興

　

平
成
30
年
上
半
期
の
境
漁
港
に
お

け
る
水
揚
量
は
、
ア
ジ
・
マ
イ
ワ
シ

は
減
少
し
た
も
の
の
、
サ
バ
の
豊
漁

に
よ
り
８
万
ト
ン
余
で
、
前
年
比

１
０
３
％
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
揚
金
額
に
つ
き
ま
し
て

も
、
１
１
７
億
８
千
万
円
余
で
、
前

年
比
１
０
７
％
と
、
前
年
を
上
回
っ

て
お
り
ま
す
。

　

マ
グ
ロ
漁
は
、
例
年
並
み
と
な
る

６
月
４
日
の
初
水
揚
げ
以
降
、
連
日

の
よ
う
に
水
揚
げ
が
あ
り
、
７
月
12

日
に
は
、
自
主
的
に
定
め
た
漁
獲
量

に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
漁
期
を
終
え

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
例
年
に
比
べ
小
型
と
な

る
30
キ
ロ
台
の
も
の
が
主
体
と
な
り

ま
し
た
が
、
脂
の
乗
り
が
良
く
、
市

場
で
の
評
価
も
良
好
で
あ
り
ま
し
た
。

　

境
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
型
漁

港
・
市
場
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
33
年
度
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
、
６
号
上
屋
の
新
設
や
、
３
号

上
屋
の
北
側
お
よ
び
４
号
上
屋
等
の

改
修
が
、
昨
年
度
の
国
の
経
済
対
策

関
連
補
正
予
算
を
活
用
し
、
８
月
に

着
工
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

外
国
人
労
働
力
の
受
け
入
れ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
６
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基

本
方
針
２
０
１
８
」
い
わ
ゆ
る
「
骨

太
の
方
針
」
で
、
新
た
な
在
留
資
格

の
創
設
に
よ
る
受
け
入
れ
の
拡
大
が

盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
人
手
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
る
水
産
分
野

で
の
受
け
入
れ
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

県
を
通
じ
て
国
に
要
望
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

港

湾

整

備

　

竹
内
南
地
区
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
土

交
通
省
に
お
い
て
、
岸
壁
の
本
体
と

な
る
ケ
ー
ソ
ン
の
製
作
が
完
了
し
、

今
後
は
、
海
中
へ
の
据
え
付
け
作
業

等
が
始
ま
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
境
さ
か
い
こ
う港

管
理
組
合
に
お
い
て

は
、
７
月
24
日
に
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

棟
新
築
工
事
の
起
工
式
が
執
り
行
わ

れ
、
い
ず
れ
も
平
成
32
年
春
の
完
成

に
向
け
て
、
着
々
と
工
事
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
の
円
滑
な
進
捗
を
図
る
た
め
、

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
行
政
、

議
会
、
経
済
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、

国
土
交
通
省
や
山
陰
両
県
選
出
の
国

会
議
員
へ
の
要
望
活
動
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
、
境
港
に
寄
港
し
た

ク
ル
ー
ズ
客
船
は
、
７
月
末
現
在
で

29
回
を
数
え
、
最
終
的
に
は
38
回
の

寄
港
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
大
型
客
船
の
寄
港
が
増

加
し
て
お
り
、
係
留
設
備
が
増
設
さ

れ
た
中
野
地
区
国
際
物
流
タ
ー
ミ

ナ
ル
に
お
き
ま
し
て
は
、
５
月
に
、

10
万
ト
ン
を
超
え
る
大
型
客
船
が
初

め
て
着
岸
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

夕
日
ヶ
丘
団
地
の
市
街
化
促
進

　

夕
日
ヶ
丘
団
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
21
年
か
ら
導
入
し
た
定
期
借
地

権
制
度
の
累
計
契
約
件
数
が
、
６
月

に
２
０
０
件
を
突
破
い
た
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
世
代
を
中
心
に
、
市
外
・

県
外
の
皆
さ
ん
に
も
広
く
ご
利
用
い

た
だ
き
、
市
街
化
促
進
の
大
き
な
原

動
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
制
度
の
周
知
に
努
め

る
と
と
も
に
、
商
業
施
設
等
の
誘
致

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

の
柱
と
し
て
、
夕
日
ヶ
丘
メ
モ
リ
ア

ル
パ
ー
ク
の
中
海
沿
い
で
、
国
土
交

通
省
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
、
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る

親
水
護
岸
整
備
が
、
７
月
に
完
成
い

た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
水
辺
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
護
岸
が
団
地
全
体
に
広

が
り
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
や
中
浜
港
な

ど
の
周
辺
エ
リ
ア
と
あ
わ
せ
て
、
団

地
の
魅
力
が
向
上
し
、
さ
ら
な
る
賑

わ
い
の
創
出
に
つ
な
が
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

防

災

対

策

　

本
年
６
月
の
大
阪
府
北
部
を
震
源

と
す
る
地
震
に
お
き
ま
し
て
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
、
登
校
中
の
児

童
等
が
犠
牲
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
学
校
施
設
を
含
む
市
有
施
設
お

よ
び
小
中
学
校
の
通
学
路
に
面
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
き
ま
し
て
、
緊
急

点
検
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

市
有
施
設
で
劣
化
等
を
確
認
い
た

し
ま
し
た
６
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

つ
き
ま
し
て
は
、
す
べ
て
撤
去
、
ま

た
は
、
高
さ
を
低
く
す
る
と
い
っ
た

改
修
な
ど
の
安
全
対
策
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
通
学
路
の
緊
急
点
検
で
劣

化
等
が
見
ら
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ

き
ま
し
て
は
、
詳
細
な
点
検
を
行
い
、

特
に
危
険
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
た

31
カ
所
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
所
有
者
に

対
し
ま
し
て
、
個
別
に
安
全
対
策
の

実
施
や
歩
行
者
等
へ
の
注
意
喚
起
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
き
ま
し
て
、
広
く
安
全
点
検

の
実
施
を
呼
び
か
け
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
危
険
性
が
認
め
ら
れ
た
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
等
の
安
全
対
策
に

要
す
る
費
用
に
つ
き
ま
し
て
、
国
や

県
と
と
も
に
助
成
を
行
う
た
め
の
経

費
を
、
今
議
会
に
補
正
予
算
と
し
て

計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

中
国
電
力
か
ら
安
全
協
定
に
基
づ

き
、
事
前
報
告
の
あ
り
ま
し
た
「
島

根
原
子
力
発
電
所
３
号
機
の
新
規
制

基
準
へ
の
適
合
性
申
請
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
８
月
６
日
に
、
２
号
機
・

３
号
機
同
時
に
重
大
事
故
が
生
じ
る

場
合
も
含
め
、
対
策
を
適
切
に
検
討

し
実
施
す
る
こ
と
な
ど
８
項
目
の
意

見
を
付
し
た
う
え
で
、
事
前
報
告
の

可
否
に
関
す
る
最
終
的
な
意
見
は
、

原
子
力
規
制
委
員
会
の
詳
細
な
審
査

の
後
、
市
議
会
等
の
意
見
を
聞
き
、

鳥
取
県
お
よ
び
米
子
市
と
協
議
の
う

え
、
提
出
す
る
旨
を
、
鳥
取
県
知
事
、

米
子
市
長
と
連
名
で
、
回
答
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
島
根
県
知
事
に
対
し
ま

し
て
も
、
覚
書
に
基
づ
き
、
同
様
の

意
見
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
に
つ

き
ま
し
て
は
、
８
月
に
配
布
を
希
望

さ
れ
る
皆
さ
ん
か
ら
の
申
請
を
受
け

付
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
今
月
末
か
ら
10
月
上
旬
ま

で
の
間
に
、
説
明
会
を
開
催
し
、
医

師
等
の
説
明
や
問
診
を
受
け
て
い
た

だ
い
た
後
に
、
そ
の
場
で
配
布
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

原
子
力
防
災
訓
練
に
つ
き
ま
し
て

は
、
10
月
30
日
に
、
大
山
町
の
中
山

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

避
難
退
域
時
検
査
会
場
と
し
て
、
バ

ス
や
Ｊ
Ｒ
等
を
利
用
し
た
住
民
避
難

訓
練
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

防

災

対

策

水

産

業

の

振

興

港

湾

整

備

夕
日
ヶ
丘
団
地
の
市
街
化
促
進
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基

地

対

策

　

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
に
お
き
ま

し
て
は
、
７
月
13
日
に
Ｃ
―
２
輸
送

機
が
、
１
機
追
加
配
備
さ
れ
合
計
６

機
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
中
に
２
機
が
配

備
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
基
地
内
に
、
本
年
３
月

に
編
成
さ
れ
た
陸
上
自
衛
隊
美
保
分

屯
地
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
型
輸
送

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
Ｃ
Ｈ
―
47
が
２
機
配

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
き
の
西
日
本
を
中
心
と
し
た
豪

雨
災
害
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
航
空
機

が
、
物
資
等
の
空
輸
や
上
空
か
ら
の

行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
の
災
害
対

応
に
あ
た
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

学

校

教

育

の

充

実

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
と
し
て
、

昨
年
度
の
小
学
校
に
続
き
ま
し
て
、

８
月
に
中
学
校
の
普
通
教
室
に
大
型

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
整
備
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
２
学
期
以
降
、
各
授

業
に
お
い
て
積
極
的
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
英
語
教
育
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
度
も
小
学
生
の
土
曜
英
語

学
習
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
外
国

語
指
導
助
手
を
１
人
増
員
し
、
特
に

授
業
時
間
数
が
増
加
し
た
小
学
校
英

語
の
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

７
月
31
日
か
ら
４
日
間
、
中
学
生

９
人
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
問
い
た

し
ま
し
た
。

　

多
様
な
文
化
に
触
れ
る
と
と
も
に
、

現
地
の
大
学
生
と
行
動
を
共
に
し
、

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
交
流
し
た
こ
と
で
、
国
際

交
流
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
認
識
を

深
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入

に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
１
中
学
校
区

で
は
、
地
域
学
校
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
新
た
に
配
置
し
、
地
域
と
学

校
と
の
連
携
体
制
の
確
立
を
進
め
て

お
り
、
さ
ら
に
、
第
３
中
学
校
区
で

も
、
導
入
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

に
つ
い
て
の
理
解
を
広
め
る
た
め
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
８
月
21
日
に
、

文
部
科
学
省
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
マ
イ
ス
タ
ー
で
あ
り
ま
す
、
京

都
光
華
女
子
大
学
の
西
准
教
授
を
講

師
に
お
招
き
し
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

誠
道
小
学
校
の
在
り
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
余
子
小
学
校
と
統
合
す
る

こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
元

で
の
説
明
会
に
お
き
ま
し
て
、
保
護

者
や
地
域
の
皆
様
か
ら
様
々
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
月
中
に
第
１
回
目
の
統
合
準
備

委
員
会
を
開
催
し
、
今
後
、
名
称
や

学
校
組
織
、
年
間
指
導
計
画
な
ど
、

統
合
に
必
要
と
な
る
事
項
の
検
討
、

調
整
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

来
年
４
月
か
ら
予
定
し
て
お
り
ま

す
、
学
校
給
食
調
理
等
業
務
の
民
間

委
託
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
護
者
向

け
の
説
明
会
を
５
月
末
に
２
回
開
催

し
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
の
継
続
等
の
ご
質
問
、

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

民
間
委
託
し
た
後
も
、
献
立
の
作

成
や
、食
材
の
調
達
、食
育
指
導
等
は
、

市
が
直
接
実
施
す
る
こ
と
や
、
安
心

安
全
で
お
い
し
い
給
食
の
提
供
に
引

き
続
き
努
め
て
い
く
こ
と
を
ご
説
明

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
概
ね
ご
理
解

を
い
た
だ
け
た
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

社

会

教

育

　

仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
、
実
施
設
計
お
よ
び
管
理
運
営

計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

管
理
運
営
計
画
の
策
定
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
６
月
に
、
先
進
地
で
あ

る
山
口
県
の
山
口
情
報
芸
術
セ
ン

タ
ー
を
視
察
し
、
今
月
、
第
４
回
検

討
委
員
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

４
月
末
の
市
民
会
館
の
閉
館
に
あ

た
り
ま
し
て
、
写
真
展
お
よ
び
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

解
体
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当

初
の
予
定
通
り
５
月
中
旬
か
ら
着
手

し
、
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
を
拠
点
と
す
る
セ
ー

リ
ン
グ
の
レ
ー
ザ
ー
級
合
同
チ
ー
ム

の
キ
ャ
ン
プ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
６

月
に
、
鳥
取
県
や
鳥
取
県
セ
ー
リ
ン

グ
連
盟
な
ど
と
と
も
に
、
受
け
入
れ

の
た
め
の
実
施
委
員
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

10
月
15
日
か
ら
の
キ
ャ
ン
プ
に
向

け
、
中
学
生
と
の
交
流
な
ど
、
地
元

が
一
丸
と
な
っ
た
受
入
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

子

育

て

支

援

　

子
育
て
支
援
の
必
要
な
家
庭
を
訪

問
し
、
一
緒
に
育
児
や
家
事
を
行
い

な
が
ら
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
の

解
消
を
図
る
家
庭
訪
問
型
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
支
援
員
の
養
成
等
の

準
備
が
整
い
、
８
月
に
家
庭
訪
問
を

開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
利
用
料
助
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
年
度
か
ら
０
歳
児
の
在
宅

育
児
世
帯
に
も
拡
大
い
た
し
ま
し
た

が
、
７
月
末
現
在
で
、
３
件
の
利
用

が
あ
り
ま
し
た
。

　

わ
た
り
保
育
園
と
あ
が
り
み
ち
保

育
園
で
進
め
て
お
り
ま
し
た
、
３
歳

未
満
児
用
ト
イ
レ
の
増
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
い
ず
れ
も
工
事
が
完
了
し
、

保
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

高

齢

者

福

祉

の

充

実

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
き

ま
し
て
は
、
直
営
一
本
化
後
、
大
幅

に
増
加
し
た
相
談
・
支
援
に
対
応
す

る
た
め
、
４
月
か
ら
介
護
支
援
専
門

員
を
１
人
増
員
し
、
体
制
の
強
化
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
と
い
た
し
ま
し

て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
い
き
い

き
百
歳
体
操
」
の
普
及
を
進
め
、
現

在
、
市
内
全
地
区
で
38
グ
ル
ー
プ
、

約
４
６
０
人
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
健
康
寿
命
の

延
伸
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
新
た
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
き
ま

し
て
は
、
５
月
29
日
に
講
演
会
を
、

ま
た
、
６
月
に
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
開
催
し
、
19
人
の
フ
レ
イ

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
今

後
、
市
が
地
域
で
行
う
フ
レ
イ
ル
チ

ェ
ッ
ク
の
際
に
は
、
一
緒
に
ご
指
導

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
自
主

的
な
フ
レ
イ
ル
予
防
の
普
及
・
啓
発

活
動
に
も
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

基

地

対

策

学

校

教

育

の

充

実

社

会

教

育

子

育

て

支

援

高

齢

者

福

祉

の

充

実

市報さかいみなと　10



市

民

の

健

康

づ

く

り

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
全
般
に
お
け

る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
定
め
る
境

港
市
健
康
づ
く
り
推
進
計
画
の
策
定

に
向
け
て
、
６
月
25
日
に
、
第
１
回

策
定
委
員
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、

各
地
区
で
の
情
報
交
換
会
を
開
催
し

て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
等
も
伺
い
な
が
ら
、「
心
身
と

も
に
元
気
で
い
き
い
き
と
暮
ら
し　

健
康
寿
命
を
伸
ば
そ
う
」
を
基
本
目

標
と
し
て
、
本
年
度
中
に
取
り
ま
と

め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算

《
歳
出
の
主
な
内
容
》

【
総
務
費
】

　

夕
日
ヶ
丘
地
区
の
定
期
借
地
契
約

の
締
結
に
伴
う
、
境
港
市
土
地
開
発

公
社
等
か
ら
の
土
地
購
入
費
２
９
３

８
万
円
余
、
来
年
１
月
に
本
市
で
開

催
さ
れ
る
予
定
の
囲
碁
の
第
43
期
棋

聖
戦
等
運
営
補
助
金
１
２
０
万
円
、

事
業
者
が
従
業
員
の
個
人
住
民
税
等

を
複
数
の
市
町
村
に
一
括
し
て
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
全
国
共
通
シ
ス

テ
ム
の
導
入
経
費
２
８
０
万
円
余
な

ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
衛
生
費
】

　

申
請
件
数
の
増
加
に
伴
う
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
す
る
補
助

金
１
０
５
万
円
余
を
増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

白
ね
ぎ
の
生
産
拡
大
を
図
る
た
め
、

収
穫
機
を
導
入
す
る
認
定
農
業
者
へ

の
補
助
金
１
８
９
万
円
余
を
増
額
。

【
商
工
費
】

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
被
害
を
受

け
た
市
内
中
小
企
業
者
等
が
利
用
す

る
災
害
融
資
の
償
還
利
子
に
対
す
る

補
助
金
23
万
円
余
、
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
に
、
冬
季
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
整
備
す
る
た
め
の
経
費
３
０
５

万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
土
木
費
】

　

危
険
性
が
認
め
ら
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
撤
去
等
に
対
す
る
補
助
金
６
０

０
万
円
、
民
間
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス

ト
除
去
に
対
す
る
補
助
金
９
４
３
万

円
余
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
教
育
費
】

　

実
施
設
計
が
完
了
し
た
第
２
市
民

体
育
館
の
改
修
工
事
費
６
０
９
３
万

円
余
を
増
額
。

《
歳
入
の
主
な
内
容
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
を
計

上
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
繰
越
金

お
よ
び
基
金
繰
入
金
、
市
債
を
増
額
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
３
６

５
万
８
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
１
６
０
億
７
３
８
０
万
円
と
し
ま

し
た
。

【
債
務
負
担
行
為
】

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
緊
急
対

策
事
業
利
子
補
助
金
に
つ
い
て
、
融

資
を
実
行
し
た
日
か
ら
３
年
の
間
に

生
じ
た
利
子
の
額
を
補
助
す
る
た
め

の
債
務
負
担
行
為
を
追
加
し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
補
正

予
算

　

制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

経
費
27
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
38
億
２
９
８
１
万
８
千
円
と
し
ま

し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予

算
　

水
洗
便
所
等
改
造
資
金
融
資
の
損

失
補
償
金
42
万
２
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
26
億
７
８
２
４
万
３
千

円
と
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

平
成
29
年
度
に
概
算
払
い
を
受
け

て
お
り
ま
し
た
、
国
県
等
か
ら
の
交

付
金
の
精
算
に
伴
う
返
還
金
６
４
１

３
万
６
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
39
億
５
８
３
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

個
人
市
民
税
に
お
け
る
寄
附
金
税

額
控
除
の
対
象
と
し
て
、
新
た
に
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
１
団
体
を
指

定
す
る
ほ
か
、
地
方
税
法
等
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
市
た
ば
こ
税
の
税
率

を
引
き
上
げ
、
ま
た
、
市
民
税
に
つ

い
て
、
非
課
税
措
置
に
係
る
所
得
要

件
を
見
直
す
等
所
要
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

■
公
平
委
員
会
委
員
に
堀
田
真
弓
さ

ん
を
選
任

■
職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
委
員
に

佐
々
木
宏
之
さ
ん
、
本
角
有
希
子
さ

ん
を
任
命

■
教
育
委
員
会
委
員
に
中な
か
た田

耕
治
さ

ん
を
任
命

委
員
会
提
出
議
案

■
教
職
員
定
数
の
改
善
と
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

陳
情
等
の
審
議
結
果

■
採　

択

◇
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費

　

国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を

　

は
か
る
た
め
の
、
２
０
１
９
年
度

　

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の

　

要
請
に
つ
い
て
の
陳
情

■
不
採
択

◇
沖
縄
県
に
よ
る
「
辺
野
古
沿
岸
埋

　

め
立
て
承
認
撤
回
の
意
志
」
を
尊

　

重
す
る
よ
う
日
本
政
府
に
求
め
る

　

意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

市

民

の

健

康

づ

く

り

『市民と議会の懇談会』

　８月に台風の影響により中止となった２つの会場

について、あらためて「市民と議会の懇談会」を開

催します。議会活動や市政に対する意見・要望など

をお聞きし、市民と議会が理解を深め合う場になれ

ばと考えています。途中入場・途中退場も可能です。

▼内　容　　議会報告、議会改革報告、

　　　　　　参加者との意見交換

▼と　き　　１１月２９日（木）

　　　　　　　　開会　午後７時３０分

　　　　　　　　閉会　午後９時（予定）

▼ところ　　境公民館、誠道公民館

▼問い合わせ先　

　　　　　　議会事務局（☎４７－１０９７）

11　平成３０年１１月



市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

～さかいみなと　まちの話題　～まちの話題　～

《
裂さ
き

織お
り

教
室
》

【
団
体
紹
介
】

　

私
た
ち
裂
織
教
室
は
、
講
師
の
小
前
先
生

に
作
品
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
新
し
い
織
り
方
の

指
導
を
し
て
頂
き
な
が
ら
、
作
品
作
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

60
㎝
四
方
の
リ
ジ
ッ
ト
織
を
使
い
、
糸
張

り
、
そ
う
こ
う
通
し
を
し
ま
す
。

　

物
が
捨
て
ら
れ
な
い
年
代
の
仲
間
で
す
。

古
布
を
裂
い
た
り
、
古
い
毛
糸
を
利
用
し
た

り
し
て
、
思
い
が
け
な
い
組
み
合
わ
せ
で
世

界
に
１
つ
し
か
な
い
作
品
が
出
来
上
が
り
、

そ
れ
ら
が
ス
ト
ー
ル
、
マ
フ
ラ
ー
、
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
、
バ
ッ
グ
、
ベ
ス
ト
な
ど
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
身
に
着
け
る
時
が
至
福
の
時
で

す
。

【
主
な
活
動
】

　

毎
月
第
２
月
曜
日
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま

で
、
し
お
さ
い
会
館
で
作
品
作
り
を
し
て
い

ま
す
。

【
コ
メ
ン
ト
】　

　

会
員
５
名
で
裂
織
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
一
緒
に
作
品
作
り
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

裂
織
教
室

　
　

代
表　

西
尾
順
子
さ
ん

　
　

     　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
１
４
８
９
）

©水木プロ

 境港から世界へ
　なでしこジャパン大部コーチが優勝報告

　８月１６日から３１日にかけてインドネシアで開催され

た第１８回アジア競技大会にて、サッカー女子日本代表「な

でしこジャパン」のコーチとして帯同された大部由美（境

港市教育委員会）さんが、２大会ぶりの優勝を報告しまし

た。

　大部さんは金メダルを披露し、中村市長は祝福して労を

ねぎらいました。

　今後、東京オリンピックやワールドカップでの優勝が期

待されます。
 刈ったお米で学校給食
　学校給食米稲刈り体験

　５月の田植え体験で植えられた学校給食米が収穫の時期

を迎え、９月２２日（土）に稲刈り体験が行われました。

　参加した市内の小・中学生と保護者は、農業公社の職員

から刈り方の指導を受け、楽しみながら１株ずつ丁寧に刈

り取っていました。

　稲刈りを体験することにより、普段何気なく口にしてい

るお米の大切さを学びました。

　収穫したお米は、市内の小・中学校で給食米として提供

されます。

市報さかいみなと　12



～さかいみなと　まちの話題　～～さかいみなと　

 年に 1度の感謝の祭
　第３５回境港水産まつり

　境港最大の水産イベント、境港水産まつりが１０月２１

日（日）に昭和町で行われました。

　台風の影響で当初の予定を変更して行われましたが、格

安で販売される水産加工品や魚介類に大勢の人が詰め寄

せ、かに汁、いわしのつみれ汁、ゆでガニ、干しハタの無

料試食コーナーには長蛇の列が出来ていました。

　また、マグロ解体ショーやセリ販売体験、大抽選会など、

多彩なイベントが行われ、親子連れなど多くの来場者で賑

わいました。

 モスクワ・東京オートラリー出発式
　第２回国際オートラリー

　モスクワ・東京間を自動車で走破するオートラリーの車

両とメンバーが、環日本海国際フェリーを利用して境港に

到着し、市内で出発式が行われました。

　ラリーは５月２６日にモスクワを出発し、自動車、フェ

リーのほか、飛行機なども利用して長距離を移動し、立ち

寄った都市で交流を重ねました。

　境港市では、商工会議所での市民との交流事業にも参加

した後、東京を目指して出発しました。

皆さんのグループの活動を市報で
　　　　　　　　　紹介してみませんか？

　市報さかいみなとでは、皆さんのグループ活動を広く市民に知っていただくため、市内で活動されて

いるグループを毎月紹介しています。

　芸術、スポーツ、ボランティア、健康運動など、市内で活動されているグループ・サークルはもちろん、

各地区の公民館を会場に自主的に活動されている皆さんも大歓迎です！

　開催予定のイベント告知、新しいメンバー・仲間の募集など、案内も兼ねてグループの活動を紹介し

ていただいてもかまいません。また、活動風景の取材・撮影にも伺いますので、お気軽にお問い合わせ

ください。皆さんのご応募お待ちしています。

、

し

せ

▼申し込み・問い合わせ先
　地域振興課広報情報係
　　☎４７－１０１０

　 　 Mail chiikishinkou@city.sakaiminato.lg.jp

13　平成３０年１１月



　平成３０年８月末現在、全国の警察から指名手配され

ている人は、凶悪事件などで特に警察庁が指定している

重要指名手配被疑者を始めとして、約６６０人に上って

います。

　これらの被疑者は、殺人、強盗等の凶悪事件のほか、

暴行、傷害、窃盗、詐欺、横領等の事件に関して指名手

配されており、再び犯行を行うおそれがあります。

　警察では、特に重大な犯罪の被疑者を選定した上で、

１１月中に全国警察の総力を挙げて追跡捜査を行うこと

とし、これら被疑者の早期検挙に取り組んでいるところ

です。

　この指名手配被疑者の発見に向けた捜査活動には、皆

さんのご協力が是非とも必要です。

　指名手配被疑者によく似

た人を見掛けたといった情

報など、どんなわずかなこ

とでも結構ですので、警察

に通報していただくようお

願いします。

　　警察総合相談電話

　　＃９１１０または０８５７（２７）９１１０
　　※携帯電話、ＰＨＳからも利用できます。

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署（☎ 44 － 0110）

指名手配被疑者の検挙にご協力を

外
江
地
区
（
寺
子
屋
か
ら
小
学
校
・
中
学

校
へ
の
変
遷
）

　

昭
和
60
年
頃
か
ら
平
成
初
期
に
か
け
て
、

本
市
で
は
各
地
域
で
郷
土
の
歴
史
を
ま
と

め
る
動
き
が
活
発
に
な
り
ま
し
た
。
外
江

地
区
で
は
昭
和
63
年
に
外
江
町
史
編
集
委

員
会
が
発
足
さ
れ
、平
成
８
年
３
月
に「
外

江
百
話
」
と
い
う
ふ
る
さ
と
の
史
誌
を
発

刊
さ
れ
ま
し
た
。
縄
文
時
代
の
海
底
遺
跡

等
古
い
歴
史
に
始
ま
り
、
様
々
な
分
野
に

つ
い
て
読
み
や
す
く
百
話
に
ま
と
め
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
外
江
地
区
に
も
幕
末
か
ら
明
治

５
〜
６
年
に
か
け
、
５
つ
ほ
ど
の
寺
子
屋

が
開
か
れ
、
西
外
江
村
で
は
、
三
宅
謙
貞
、

浜
田
永
吉
、
東
外
江
村
で
は
遠
藤
正
恒
、

小
浜
決
園
、
浜
田
武
平
太
な
ど
諸
氏
に
よ

り
熱
心
に
教
育
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
６
年
５
月
に
は
補
岩
寺
庫
裏
に
外

江
小
学
校
が
発
足
し
、
漢
方
医
、
神
職
や

寺
子
屋
教
師
を
中
心
に
、
児
童
約
70
名
に

対
し
和
漢
の
学
問
や
珠
算
が
教
え
ら
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

明
治
５
年
に
は
学
制
が
公
布
さ
れ
ま
し

た
が
、
政
府
が
打
ち
出
し
た
教
育
方
針
は
、

要
約
す
れ
ば
「
学
問
は
自
己
の
立
身
出
世

の
た
め
に
す
る
も
の
。」「
良
い
暮
ら
し
を

し
よ
う
と
思
え
ば
、
全
て
の
職
業
の
基
本

に
な
る
か
ら
学
問
を
し
な
さ
い
。」
と
い

う
実
利
主
義
的
な
も
の
で
、
福
沢
諭
吉
の

「
学
問
の
す
す
め
」
の
影
響
が
大
き
か
っ

た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
22
年
、
戦
後
の
義
務
教
育
新
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。
新
制
中
学
校
の
設
置
は

市
町
村
の
責
務
で
あ
り
、
外
江
村
に
と
っ

て
、
中
学
校
の
誕
生
は
大
難
産
と
な
り
ま

し
た
。
当
時
、弓
浜
北
門
部
（
現
境
港
市
）

は
６
小
学
校
区
あ
り
、
県
の
案
は
境
と
上

道
、
余
子
と
中
浜
、
外
江
と
渡
で
各
一
校
、

計
３
校
を
組
合
立
で
設
置
す
る
も
の
で
し

た
。
外
江
・
渡
地
区
は
校
舎
の
位
置
の
問

題
で
折
合
が
つ
か
ず
、
結
局
、
各
々
単
独

で
の
設
置
と
な
り
ま
し
た
。
物
資
の
な
い

時
代
、
場
所
の
確
保
・
資
材
調
達
（
兵
舎

払
い
下
げ
）
な
ど
難
題
を
ク
リ
ア
し
つ
つ

外
江
中
学
校
は
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
31
年
６
月
、境
港
市
議
会
は
外
江
・

渡
・
誠
道
の
３
中
学
校
を
統
合
し
竹
内
町

へ
の
新
設
す
る
こ
と
を
議
決
を
し
ま
す
。

同
34
年
３
月
末
に
統
合
は
完
結
し
、
一
千

名
を
越
す
マ
ン
モ
ス
校
「
境
港
市
立
第
二

中
学
校
」
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

時
は
流
れ
、
わ
か
と
り
国
体
の
開
催
さ

れ
る
昭
和
60
年
４
月
、
市
内
中
学
校
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
、
境
港
市
立
第
三
中
学
校

が
開
校
し
ま
す
。
38
年
前
、
外
江
村
と
渡

村
が
組
合
立
中
学
校
設
置
を
め
ぐ
っ
て
対

立
し
ま
し
た
が
、
世
代
交
代
も
進
み
、
両

地
区
民
の
皆
さ
ん
が
待
ち
望
ん
だ
結
果
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

（
参
考
）「
外
江
百
話
」「
境
港
市
史
」

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
1616
））　　

〜
教
育
熱
心
だ
っ
た
わ
が
ま
ち
境
港

〜
教
育
熱
心
だ
っ
た
わ
が
ま
ち
境
港
〜〜

　健康長寿を目指す、３つの心得・・・３つ目「社会参加」

　社会とのつながりを失うことがフレイルの最初の入り

口になるということが分かってきました。

　栄養や運動に気をつけて生活していても、社会とのつ

ながりを持たないと心身の様々な側面がドミノ倒しのよ

うに弱っていく傾向にあります。

　社会とのつながりを持つヒントは意外と身近なところ

にあるものです。皆さんが住んでいる地域には数多くの

サークル活動やボランティア活動等が行われています。

　何から始めればよいのか分からない人は、自分の培っ

た経験を活かすことができるものや興味があるものから

活動してみてはいかがでしょうか？

東京大学高齢社会総合研究機構 飯島勝矢監修フレイル予防ハンドブック引用

地域包括支援センターからのお知らせ地域包括支援センターからのお知らせ
長寿社会課地域包括支援センター（☎ 47 － 1131）

みんなで楽しくフレイル予防！その５

市報さかいみなと　14



情報あらかると

【事例１】覚えのないはがきが届いた

　「消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」という

はがきが届き、「契約不履行による民事訴訟として訴状

が提出された」と書かれている。内容に心当たりはない

が、裁判取り下げ期日に明日の日付が書かれており不

安。はがきの問い合わせ先に電話をかけた方が良いだろ

うか。

【事例２】実在する業者名でＳＭＳが届いた

　スマホに、実在する大手通販サイト名で「有料動画の

未納料金が発生している。本日中に連絡がない場合法的

手続きに移行する」というＳＭＳ（ショートメッセージ

サービス）が届いた。このサイトを利用したことはなく

請求にも心当たりはないが、法的手続きと書かれている

ため不安。どうしたらよいだろうか。

【アドバイス】

　ＳＭＳやメール、はがき等で心当たりのない請求をす

る架空請求の相談が依然として多く寄せられています。

　電話をかけると弁護士費用や解決金として料金を請求

されたり、新たに個人情報を知られることになります。

このような請求が届いても、心当たりがなければ無視し、

相手に連絡しないようにしましょう。

　実在する事業者名や、弁護士名で請求が来た場合は、

当該ホームページで架空請求についての注意喚起がない

か確認しましょう。

　判断が難しい場合、不安に感じた場合は遠慮なくご相

談ください。

■相談受付時間

　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

架空請求にご注意ください

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

198消費生活相談室です消費生活相談室です
地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 183

　日本は、世界に類を見ない本格的な高齢化社会「超

高齢化社会」を迎えようとしています。

　誰であれ、年齢を重ねれば、身体面や精神面で衰え

が生じることは避けられません。私たちは、こうした

高齢者を疎外したり、蔑視したりしてはいないでしょ

うか。

　近年、高齢者の判断力の低下を悪用した「詐欺商法」

や「振り込め詐欺」等が発生し、大きな社会問題となっ

ています。

　私たちは、加齢に伴う様々な衰えを正しく理解し、

高齢者が笑顔あふれる毎日を過ごすことが出来る「や

さしい社会の実現」に向け、みんなで協力することが

求められています。

　大人も、子どもも、誰もがいっしょになって、高齢

者が安心して暮らせる「人権尊重のまちづくり」を推

進していきましょう。

　今年も人権ふれあいフェスティバルを開催します。

講演の演題は、「おひとりさまの老後を支える地域づ

くり」です。詳しくは、３ページをご覧ください。

　１１月１４日は世界糖尿病デーです。市内をはじめ、

県内でも講演会などが多数開催されます。

　糖尿病とは、インスリンというホルモンの作用が低

下したため、体内に取り入れられた栄養素が、うまく

利用されずに、血液中の「糖」が多くなっている状態

です。血糖値やヘモグロビンＡ１ｃ、糖負荷試験など

により診断され、そのままにしておくと、神経、目、

腎臓の障害など、恐い合併症を引き起こしやすくなり

ます。

　糖尿病の患者、予備群の人は年々増えています。我

が国でも国民健康・栄養調査結果から、２０歳以上の

５人に１人が糖尿病または、糖尿病予備群であるとい

う事が明らかになっています。

　糖尿病は、痛みなどの症状が現れにくい病気です。

健康診断を定期的に受けて、自分の健康状態について

確認し、「要再検」または「要治療」と言われたら、「何

ともないから、大丈夫」と考えず、必ず、医療機関で

再検査、精密検査を受けましょう。

　また、血糖値やヘモグロビンＡ１ｃの値が昨年より

も上昇していたり、「要指導」と言われたら自身の食

生活等の生活習慣を見直しましょう。

▼問い合わせ先

　健康推進課成人保健係（☎４７－１０４３）

保健師の
　ちょっと一言

見逃さないで！糖尿病

超高齢化社会を迎えて

　　　　～高齢者と人権～

15　平成３０年１１月



子

ど

も
・

若

者

育
成
支
援
強
調
月
間

　　

内
閣
府
で
は
11
月
を
「
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
と
定
め
、

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
に
対
す

る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

各
種
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
・
若
者
を
取
り
巻
く
環
境

を
大
人
自
身
も
振
り
返
り
、
地
域
全

体
で
育
み
、
社
会
の
一
員
と
し
て
自

立
し
、
活
躍
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

第
二
市
民
体
育
館

利

用

停

止

　　

第
二
市
民
体
育
館
は
、
改
修
工
事

の
た
め
休
館
し
ま
す
。

▼
休
止
期
間

　

12
月
25
日
（
火
）
〜
来
年
３
月
31

日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
２
）

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
利
用
意
向
調
査
に
つ
い
て
】

　

今
年
度
９
月
か
ら
10
月
に
実
施
し

た
農
地
利
用
状
況
調
査
に
お
い
て
、

新
た
に
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
と
判
定

し
た
農
地
（
森
林
化
し
た
農
地
を
除

く
）
に
つ
い
て
、11
月
下
旬
か
ら
「
農

地
利
用
意
向
調
査
書
」
を
発
送
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
市
内
の
遊
休
農

地
所
有
者
の
意
向
を
把
握
し
、
担
い

手
農
家
へ
農
地
を
集
積
す
る
等
、
今

後
の
境
港
市
の
農
業
政
策
に
と
っ
て

重
要
な
調
査
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

震
災
対
応
合
同
訓
練

　

現
在
、
解
体
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
境
港
市
民
会
館
に
お
い
て
、
大

規
模
な
地
震
災
害
発
生
現
場
を
想
定

し
、
西
部
消
防
局
と
近
隣
消
防
本
部
、

他
の
防
災
関
係
機
関
が
合
同
の
救
出

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
外
解
体
工
事

現
場

▼
問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
県
西
部
広

域
行
政
管
理
組
合
消
防
局
警
防
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
35
‐
１
９
５
７
）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

　

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

の
解
決
を
図
る
た
め
、
全
国
一
斉
に

電
話
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
実
施
期
間
・
受
付
時
間

　

11
月
12
日
（
月
）
〜
18
日
（
日
）

◇
平
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

◇
土
・
日
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
専
用
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

▼
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職

員▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
22
‐
２
２
８
９
）

県
民
手
帳
販
売
中
！

　

２
０
１
９
年
版
鳥
取
県
民
手
帳
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
日
記
式
手
帳
で
、

境
港
市
や
鳥
取
県
に
関
す
る
様
々
な

情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
取
扱
色　

黒
、
赤
、
と
っ
と
り
ブ

ル
ー
、と
っ
と
り
ピ
ン
ク
、梨
グ
リ
ー

ン
、砂
丘
ブ
ラ
ウ
ン
、富
益
イ
エ
ロ
ー

▼
価　

格　

７
０
０
円
（
税
込
）

▼
サ
イ
ズ　

縦
14
㎝
×
横
８
㎝

※
市
役
所
で
の
販
売
は
、
数
に
限
り

　

が
あ
り
ま
す
。

▼
販
売
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
７
）

ご
み
処
理
に
か
か
る
補
助
制
度

　

境
港
市
で
は
、
ご
み
処
理
に
か
か

る
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

▼
境
港
市
廃
品
回
収
推
進
団
体
奨
励

金
【
環
境
衛
生
課
】

　

廃
棄
物
の
再
資
源
化
・
減
量
化
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
家

庭
か
ら
出
る
古
紙
や
ア
ル
ミ
缶
等
の

不
要
物
を
回
収
す
る
取
組
み
を
実
施

し
て
い
る
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供

会
等
の
地
域
的
団
体
に
対
し
、
回
収

実
績
に
応
じ
た
奨
励
金
を
交
付
す
る

制
度
。

▼
ご
み
集
積
施
設
整
備
補
助
金
【
環

境
衛
生
課
】

　

自
治
会
が
実
施
す
る
ご
み
集
積
施

設
の
整
備
（
新
築
）
ま
た
は
既
存
の

集
積
所
の
修
繕
等
の
費
用
の
３
分
の

２
（
上
限
20
万
円
／
１
件
）
を
補
助

す
る
制
度
。

▼
固
定
資
産
税
の
減
免
制
度
【
環
境

衛
生
課･

税
務
課
】

　

ご
み
集
積
所
と
し
て
無
償
提
供
さ

れ
た
私
有
地
に
つ
い
て
、
ご
み
集
積

所
で
利
用
さ
れ
る
部
分
の
土
地
に
か

か
る
固
定
資
産
税
を
減
免
す
る
制
度
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
８
０
３
）

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
８
）

informationinformation

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

有　

料　

広　

告
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と
っ
と
り
お
と
な
救
急

ダ
イ
ヤ
ル(

＃
７
１
１
９)

　

鳥
取
県
は
、
住
民
が
急
な
病
気
や

け
が
を
し
た
時
に
、「
救
急
車
を
呼

ん
だ
方
が
い
い
の
か
」、「
今
す
ぐ
病

院
へ
行
っ
た
方
が
い
い
の
か
」な
ど
、

迷
っ
た
際
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
専

門
家
に
よ
る
電
話
で
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
限
ら
れ
た
救
急

車
を
有
効
活
用
し
、
緊
急
性
の
高
い

傷
病
者
に
で
き
る
だ
け
早
く
救
急
車

が
到
着
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に

加
え
、
住
民
が
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
よ
う
に

支
援
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

▼
対　

象

　

満
15
歳
以
上
の
傷
病
者
相
談

▼
利
用
時
間

◇
平　

日　

　

午
後
７
時
〜
翌
日
午
前
８
時

◇
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

　

午
前
８
時
〜
翌
日
午
前
８
時

　

※
24
時
間
体
制

▼
電
話
番
号

◇
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話
か
ら

　
（
☎
＃
７
１
１
９
）

◇
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ

　

Ｈ
Ｓ
か
ら

　
（
☎
03
‐
５
３
６
７
‐
２
３
６
４
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
健
康
医
療
局
医
療
政
策
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
１
７
２
）

季
節
金
融
対
策
資
金
の
融
資

▼
貸
付
対
象
者

　

市
内
で
１
年
以
上
の
事
業
実
績
が

あ
り
、
市
税
の
滞
納
が
な
く
、
中
小

企
業
信
用
保
険
法
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
の
で
き
る
中
小
企
業
者
。

▼
貸
付
限
度
額　

３
０
０
万
円

▼
貸
付
期
間　

６
カ
月
以
内

▼
申
込
期
間

　

11
月
８
日（
木
）〜
11
月
15
日（
木
）

▼
申
し
込
み
先

　

山
陰
合
同
銀
行
・
鳥
取
銀
行
・
島

根
銀
行
・
米
子
信
用
金
庫
・
鳥
取
県

西
部
農
業
協
同
組
合
の
市
内
各
支
店

▼
融
資
の
決
定

　

融
資
枠
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ

っ
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。
融
資

に
は
金
融
機
関
所
定
の
手
続
き
、
審

査
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
６
）

平
成
　
年
７
月
豪
雨

被
害
へ
の
金
融
支
援

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
経
営

の
安
定
に
深
刻
な
影
響
が
生
じ
て
い

る
中
小
企
業
者
の
み
な
さ
ん
を
対
象

に
、
低
利
融
資
や
借
入
後
３
年
間
の

利
子
相
当
額
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者

①
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
、設
備
、

　

製
品
等
が
被
害
を
受
け
た
者

②
最
近
１
カ
月
間
（
実
績
）
と
そ
の

　

後
２
カ
月
間
を
含
む
３
カ
月
間
の

　

売
上
高
等
が
前
年
同
期
比
５
％
以

　

上
減
少
し
た
者

③
売
上
高
等
の
減
少
が
今
後
の
経
営

　

に
支
障
を
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
と

　

見
込
ま
れ
る
者

▼
取
扱
期
間

　

来
年
３
月
31
日
申
し
込
み
受
け
付

け
分
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
境
港
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
１
１
１
１
）

◇
商
工
農
政
課
商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
６
）

緊
急
防
除
支
援
事
業

　

今
年
発
生
し
た
台
風
や
大
雨
等
の

影
響
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
発
生

を
防
ぐ
た
め
の
緊
急
防
除
に
要
し
た

経
費
の
一
部
が
、
補
助
事
業
に
該
当

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
以
下
に
該

当
す
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象

◇
７
月
大
雨
お
よ
び
台
風
24
号
に
か

　

か
る
緊
急
防
除

◇
７
月
５
日
〜
19
日
お
よ
び
10
月
１

　

日
〜
14
日
の
間
に
散
布
し
た
殺
菌

　

剤
お
よ
び
液
肥
に
か
か
る
経
費

▼
対
象
品
目　

白
ネ
ギ

※
他
の
農
作
物
に
つ
い
て
も
対
象
に

　

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
散
布
回
数

　

対
象
期
間
中
の
散
布
回
数
１
回
分

※
殺
菌
剤
と
液
肥
を
別
々
散
布
し
た

　

場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
回
ず
つ
の

　

散
布
が
対
象

▼
補
助
額

◇
散
布
に
か
か
っ
た
経
費
の
３
分
の

　

１
※
補
助
率
は
上
乗
せ
が
あ
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

◇
10
ア
ー
ル
あ
た
り
の
事
業
費
上
限

　

３
千
円

▼
必
要
な
書
類
等

◇
申
込
書
（
商
工
農
政
課
窓
口
、
市

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）

◇
栽
培
管
理
記
録
の
写
し（
殺
菌
剤
、

　

液
肥
の
散
布
実
績
が
わ
か
る
も

　

の
）

◇
散
布
し
た
殺
菌
剤
、
液
肥
の
価
格

　

が
わ
か
る
も
の
の
写
し

▼
相
談
・
申
込
期
限

　

11
月
30
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

informationinformationinformationinformation
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informationinformation

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

平
成
30
年
度
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
に
よ
り
、
竹
内
町
自
治
会

が
屋
外
消
火
栓
格
納
箱
や
消
火
用

ホ
ー
ス
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の
備
品

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
購
入
し
た
備
品
は
、

地
域
で
の
自
主
防
災
活
動
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
入

札
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

第　

回
鳥
取
県
作
業
療
法
学
会

一
般
公
開
講
座
・
無
料
映
画
上
映

　

作
業
療
法
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
認
知
症
を
身
近
な
こ
と
と

し
て
考
え
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、

一
般
公
開
講
座
と
無
料
映
画
上
映
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
受
付
開
始　

午
前
９
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
淀
江
町
西
原
７
０
８
‐
４

　

米
子
市
淀
江
文
化
ホ
ー
ル
（
さ
な

め
ホ
ー
ル
）

▼
内　

容

　

第
15
回
鳥
取
県
作
業
療
法
学
会　

〜
地
域
と
伴
に　

地
域
を
学
び　

地

域
に
生
（
活
）
き
る
〜

◇
一
般
公
開
講
座（
午
前
10
時
〜
正
午
）

・
演
題　

ペ
コ
ロ
ス
の
母
の
思
い
出

〜
認
知
症
の
母
と
過
ご
し
た
日
々
〜

・
講
師　

岡
野
雄
一
さ
ん

◇
無
料
映
画
上
映（
午
後
１
時
〜
３
時
）

・
映
画　

ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に

行
く

▼
入　

場　

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
米
子
医
療
福
祉
専
門
学

校
作
業
療
法
士
科　

高
梨
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
☎
35
‐
３
１
８
１
）

境
港
ふ
れ
あ
い
・
ほ
っ
と

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ　

渡

（
人
権
学
習
地
区
巡
回
講
座
）

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
を
通
し
て
、
一
人
一

人
を
大
切
に
す
る
人
権
尊
重
の
視
点

か
ら
、「
違
い
を
認
め
合
い
、
活
か

し
合
う
社
会
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
併
せ
て
、
個
人

情
報
を
保
護
す
る「
本
人
通
知
制
度
」

の
説
明
も
し
ま
す
。

　

11
月
は
渡
地
区
で
開
催
し
ま
す
。

※
お
住
ま
い
の
地
区
以
外
の
ミ
ー
テ

　

ィ
ン
グ
に
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　

違
い
を
認
め
合
い
、
活
か
し
合
う

社
会
へ　

〜
「
変
わ
っ
て
い
る
人
」

は
、
困
っ
た
人
？
〜

▼
と
き
・
と
こ
ろ

※
参
加
無
料
・
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

種 別 建　築 管

工 事 名
外江ふれあい会館
新築工事（建築）

外江ふれあい会館
新築工事（機械）

入 札 日 9 月 5 日 9 月 5日

予 定 価 格 37,972 千円 10,832 千円

落 札 額 37,044 千円 10,476 千円

落 札 率 97.6% 96.7%

落 札 者
㈲松本組
境港支店

㈲橋本工業所

種 別 設　計 土　木 測量・設計 土　木 土　木

工 事 名
橋梁点検及び
長寿命化修繕

計画策定業務委託

渡町汚水枝線
（その 11）工事

外江地区汚水枝線
設計業務委託
（その 3）

米川橋外修繕工事
渡 84 号線道路

改築工事（その 2）

入 札 日 9 月 11 日 9 月 12 日 9 月 18 日 9 月 18 日 10 月 1 日

予 定 価 格 37,557 千円 84,211 千円 15,520 千円 16,368 千円 58,293 千円

落 札 額 29,489 千円 76,084 千円 14,428 千円 16,092 千円 52,512 千円

落 札 率 78.5% 90.3% 93.0% 98.3% 90.1%

落 札 者
㈱ウエスコ
境港営業所

コーワ建設㈲
㈱ワーパス
境港営業所

コーワ建設㈲
美保テクノス㈱
境港営業所

催催  

しし

日程 時間 場所

11月13日（火） 19:30 ～
20:50

渡
公民館

11月 14日（水）

11月 15日（木）
14:00 ～
15:20

11月 19日（月）
19:30 ～
20:50

渡西会館

11月 20日（火）
夕日ヶ丘
２丁目
集会所

in
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拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を

願
う
国
民
の
つ
ど
い　

米
子

　

拉
致
問
題
は
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
で
あ
り
、
早
期
に

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
我
が

国
に
と
っ
て
差
し
迫
っ
た
重
要
な
問

題
で
す
。
一
人
一
人
が
拉
致
問
題
に

つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
、
解
決
へ
の
大
切
な
一
歩
で
す
。

▼
と　

き　

11
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

※
午
後
１
時
30
分
に
開
場
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

国
際
会
議
室

▼
内　

容

◇
拉
致
被
害
者
ご
家
族
の
訴
え

　

松
本
孟
さ
ん
（
鳥
取
県
で
拉
致
さ

れ
た
松
本
京
子
さ
ん
の
兄
）

◇
講
演
会

・
講
師　

西
岡
力
さ
ん
（
東
京
基
督

教
大
学
教
授
・
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ

た
日
本
人
を
救
出
す
る
た
め
の
全
国

協
議
会
会
長
）

・
演
題　

全
て
の
拉
致
被
害
者
を
救

出
す
る
た
め
に

◇
そ
の
他　

特
定
失
踪
者
ご
家
族
の

訴
え
、
地
元
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
帰
国
を
願
う
コ
ン
サ
ー
ト　

他

▼
入
場
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
人
権
局
人
権
・
同
和
対
策

課
　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
５
９
０
）

労

働

セ

ミ

ナ

ー

　

職
場
ト
ラ
ブ
ル
と
対
処
法
を
テ
ー

マ
に
労
働
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
内　

容

　

パ
ワ
ハ
ラ
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
、
解

雇
・
退
職
な
ど
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
と

そ
の
対
処
法
を
相
談
員
が
解
説
し
ま

す
。

▼
対　

象　

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
立
図
書
館
２
階
研
修
室

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
中
小
企
業
労
働
相
談
所
み

な
く
る
米
子
（
平
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
30
分
）

　
（
☎
０
１
２
０
‐
66
‐
２
３
９
６
）

年
末
調
整
事
務
説
明
会
・

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　

事
業
者
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
19
日
（
月
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
と　

き　

11
月
20
日
（
火
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先　

米
子
税
務
署

　
　
　
　
　
　
（
☎
32
‐
４
１
２
１
）

美
保
学
園
見
学
会

※
美
保
学
園
は
法
務
省
の
施
設
（
少

年
院
）
で
す
。

▼
と　

き　

11
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

　

米
子
市
大
篠
津
町
４
５
５
７

　

美
保
学
園

▼
内　

容

　

概
況
説
明
・
園
内
見
学
・
質
疑
応

答▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

美
保
学
園　

岡
本
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
☎
28
‐
７
１
１
１
）

は
ま
か
ぜ
認
知
症

カ
フ
ェ（
は
ま
カ
フ
ェ
）

　

季
節
の
お
菓
子
、
挽
き
立
て
珈
琲

な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
認
知
症
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
ど
な

た
で
も
参
加
頂
け
ま
す
の
で
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

11
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

　

済
生
会
地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
１
階

は
ま
カ
フ
ェ

▼
参
加
費　

１
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

済
生
会
介
護
老
人
保
健
施
設
は
ま

か
ぜ　
　
　

 

（
☎
42
‐
３
１
９
０
）

お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ

さ

か

い

み

な

と

【
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族
の

つ
ど
い
】

　

認
知
症
に
関
す
る
事
や
介
護
の
悩

み
を
話
す
場
所
で
す
。

▼
と　

き　

12
月
10
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
参
加
費　

１
０
０
円

【
お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ 

さ
か
い
み
な
と
】

　

誰
で
も
参
加
で
き
、
情
報
交
換
の

場
と
し
て
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ

い
。

▼
と　

き　

11
月
26
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
内　

容

　

自
分
で
出
来
る
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー

ジ▼
講　

師　

大
塚
志
穂
さ
ん

▼
参
加
費　

１
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
３
１
）

こ
こ
ろ
の
学
習
会

　

精
神
障
が
い
者
家
族
会(

ま
つ
ば

会)

に
よ
る
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

心
の
病
気
に
関
心
が
あ
る
人
や
、

ご
家
族
や
身
近
に
心
の
病
気
を
抱
え

た
人
が
い
る
人
同
士
で
、
こ
こ
ろ
の

病
気
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と　

き  

11
月
17
日(

土)  

　
　
　

午
前
10
時
15
分
〜
11
時
45
分

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ

　

成
人
期
の
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て

▼
講　

師　

山
本
恵
子
さ
ん
（
特
定

非
営
利
活
動
法
人
鳥
取
青
少
年
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
・
心

理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）　　
　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
３
）

境

港

市

青

少

年

意

見

発

表

会

　

市
内
の
中
学
生
９
人
が
日
頃
考
え

感
じ
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂

▼
主　

催

　

青
少
年
育
成
境
港
市
民
会
議

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

informationinformation
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糖
尿
病
週
間
講
演
会

▼
と　

き　

11
月
13
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院　

２
階
会

議
室

【
講
演
①
】

▼
内　

容　

災
害
と
糖
尿
病

▼
講　

師

　

木
下
博ひ
ろ

司し

さ
ん
（
内
科
副
部
長
）

【
ブ
レ
イ
ク
タ
イ
ム
】

▼
内　

容

　

避
難
所
で
も
で
き
る
運
動

▼
講　

師

　

三み

内う
ち

慶け
い

太た

さ
ん
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
理
学
療
法
士
）

【
講
演
②
】

▼
内　

容

　

薬
に
関
す
る
日
頃
か
ら
の
備
え
と

災
害
時
の
注
意
点

▼
講　

師

　

島
田
洋よ
う

次じ

郎ろ
う

さ
ん
（
薬
剤
科
主
任

薬
剤
師
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院　

糖
尿
病

外
来　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
１
６
１
）

お
さ
か
な
ロ
ー
ド
秋
祭
り

　

境
小
学
校
の
６
年
生
は
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
で
、「
地
域
を
盛
り

上
げ
る
活
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
た
く
さ
ん
の
地
域
の
人
と
出

会
い
な
が
ら
、
境
港
の
未
来
に
つ
い

て
考
え
、
境
港
の
魅
力
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
６
年
生
全
員
で
校
区
に

あ
る
「
お
さ
か
な
ロ
ー
ド
」
を
盛
り

上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
い
ま
す
。

▼
と　

き　

12
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

海
と
く
ら
し
の
史
料
館

▼
内　

容

　

境
港
の
魅
力
を
紹
介
す
る
写
真
展
、

ス
タ
ン
プ
・
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
写
真

や
動
画
を
使
っ
た
ロ
ー
ド
の
紹
介
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
や
児
童
考
案
の
ｓ

ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
の
発
表
な
ど
。

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
小
学
校
（
☎
42
‐
３
７
０
１
）

こ
と
ぶ
き
文
化
祭
（
作
品
展
）

▼
と　

き　

　

11
月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
（
25
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
内　

容

　

絵
画
・
陶
芸
・
書
・
写
真
な
ど
の

作
品
展
示

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
６
１
１
６
）

み
な
〜
と
カ
フ
ェ

西に

し

ほ

う

き

伯
耆
の
た
た
ら
物
語

　
　
　

　

境
港
が
商
港
と
し
て
発
展
す
る
大

き
な
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
た
「
鉄
山
融

通
所
」
と
た
た
ら
の
お
話
を
電
子
紙

芝
居
な
ど
を
観
な
が
ら
楽
し
く
お
聞

き
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

し
お
さ
い
会
館　

▼
講　

師

 　

す
ぎ
は
ら
み
き
を
さ
ん 

（（
有
）

地
域
未
来
代
表
取
締
役
）　

▼
定　

員　

25
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
２
０
４
）

明
治
維
新
１
５
０
年

記

念

講

演

会

　

門
脇
重
綾
家
に
残
る
文
書
を
も
と

に
、
幕
末
〜
明
治
維
新
期
の
郷
土
の

様
相
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と　

き　

12
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

渡
公
民
館

▼
演　

題

　

門
脇
重
綾
家
文
書
か
ら
見
た
郷
土

▼
講　

師　

来
見
田
博
基
さ
ん
（
鳥

取
県
立
博
物
館
学
芸
員
）

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
（
☎
４
７
‐
１
０
９
２
）

境
港
再
発
見
講
座

境

港

楽

　　
「
郷
土
の
こ
と
、
も
っ
と
知
り
た

い
ね
」
と
、
勉
強
会
を
開
い
て
い
ま

す
。
今
年
最
後
、
第
５
回
は
、
境
港

と
鉄
道
の
歴
史
に
つ
い
て
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
8
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
浜
の
里

▼
講　

師　

竹
内
勝
さ
ん
（
境
港
市

教
育
委
員
会
）

▼
資
料
代　

５
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
楽
学
習
会　

定
岡
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
８
０
６
４
‐
６
１
９
１
）

巡

回

子

育

て

プ

レ

イ

ラ

ン

ド

　
「
ひ
ま
わ
り
」の
お
も
ち
ゃ
を
持
っ

て
出
か
け
ま
す
。
一
緒
に
あ
そ
び
ま

し
ょ
う
。

【
そ
の
①
】

▼
と　

き　

11
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

誠
道
公
民
館

【
そ
の
②
】

▼
と　

き　

12
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

中
浜
公
民
館

※
い
ず
れ
も
、
申
し
込
み
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ

ま
わ
り
」　　
（
☎
21
‐
８
１
０
３
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
国
際
交
流
の
日
〜
中
国
・
モ
ン
ゴ

ル
を
楽
し
も
う
！
〜
】

　

中
国
・
モ
ン
ゴ
ル
の
文
化
に
触
れ

よ
う
！

　

太
極
拳
の
ス
テ
ー
ジ
や
ふ
る
ま
い

な
ど
様
々
な
催
し
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

▼
と　

き　

11
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
館
内

※
当
日
限
定　

入
館
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

市報さかいみなと　20



informationinformation

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
運
動
講
座

　

若
い
人
の
た
め
の
運
動
講
座
を
行

い
ま
す
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
運
動
習

慣
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
し
ま
せ
ん

か
。

▼
対　

象

　

40
歳
未
満
で
運
動
に
興
味
が
あ
る

人▼
と　

き　

12
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
受
け
付
け
は
午
前
９
時
30
分
よ
り

　

開
始
し
ま
す
。

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

　

や
さ
し
い
筋
ト
レ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、

お
家
で
で
き
る
よ
う
な
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
運
動
。

▼
講　

師

　

瀬
尾
久
美
子
さ
ん
（
一
般
社
団
法

人
日
本
マ
タ
ニ
テ
ィ
フ
ッ
ト
ネ
ス
協

　

会
）

▼
定　

員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

▼
料　

金　

無
料

※
託
児
あ
り
（
先
着
15
人
）。
希
望
者

　

は
申
し
込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ

　

い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
■

読
書
ま
つ
り
参
加
者

　

境
港
市
読
書
ま
つ
り
で
開
催
さ
れ

る
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で
、
お
す
す
め

本
を
紹
介
す
る
参
加
者（
バ
ト
ラ
ー
）

を
募
集
し
ま
す
。

▼
と　

き　

12
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
和
室

▼
定　

員　

８
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
観　

覧　

観
覧
の
み
も
可
能

▼
内
容

　

テ
ー
マ
は
「
ア
オ
ハ
ル
」。
１
人

５
分
ず
つ
持
参
し
た
本
（
１
冊
）
を

紹
介
し
ま
す
。
全
て
の
紹
介
が
終
了

後
、
参
加
者
の
投
票
に
よ
り
チ
ャ
ン

プ
本
を
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

　

電
子
メ
ー
ル
で
名
前
、
電
話
番
号

を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
・
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
読
書
会
「
の
場
所
」

　

doku
sh
o.n
obash

o@
g
m
ail.com

１

月

入

所

生

（

離

職

者

対

象

）

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
で
は
職

業
訓
練
生
を
募
集
中
で
す
。

▼
訓
練
科

①
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
（
６
カ

　

月
訓
練
）

②
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
加
工
技
術
科
＋
導

　

入
訓
練
（
７
カ
月
訓
練
）

▼
訓
練
期
間

①
来
年
１
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
６
月
28
日（
金
）

②
来
年
１
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
７
月
29
日（
月
）

▼
定　

員　

①
15
人　

②
５
人

▼
募
集
期
間

　

11
月
９
日（
金
）〜
12
月
６
日（
木
）

▼
入
所
資
格　

求
職
中
の
人

▼
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実
費
が
別
途
必

　

要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
訓
練
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
27
‐
５
１
１
５
）

職
業
訓
練
受
講
生

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子
は
求
職
者
支

援
訓
練
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
訓
練
科

①
パ
ソ
コ
ン
＆
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
基

　

礎
科
（
託
児
・
短
時
間
）

②
オ
フ
ィ
ス
経
理
科

▼
訓
練
概
要

①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
・
ビ
ジ

　

ネ
ス
マ
ナ
ー
と
文
書
の
作
成
技
能

　

等
の
習
得

②
財
務
・
税
務
会
計
、
原
価
計
算
お

　

よ
び
文
書
作
成
技
能
等
の
習
得

▼
定　

員　

①
10
人　

②
15
人

▼
訓
練
期
間

①
11
月
29
日
（
木
）

　
　
　
　
　

〜
来
年
２
月
28
日（
木
）

②
12
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　

〜
来
年
６
月
18
日（
火
）

▼
訓
練
場
所

①
株
式
会
社
ス
ペ
ッ
ク

②
有
限
会
社
米
子
情
報
処
理
セ
ン
タ

　

ー
明
治
町
教
室

▼
募
集
期
限　

①
11
月
15
日
（
木
）
正
午

②
12
月
７
日
（
金
）
正
午

▼
応
募
資
格　

就
職
を
希
望
の
人

▼
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実
費
が
別
途
必

　

要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子　

　
　
　
　
　
　
（
☎
33
‐
３
９
１
１
）

気
軽
に
筆
談
セ
ミ
ナ
ー

　

日
常
生
活
の
中
で
音
声
情
報
を
得

に
く
い
聴
覚
障
が
い
者
等
へ
、
文
字

で
情
報
提
供
が
気
軽
に
で
き
る
よ
う
、

筆
談
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
ま
す
。

▼
と　

き

　

11
月
27
日
（
火
）・
12
月
8
日
（
土
）　

　

午
前
10
時
〜
正
午

※
受
け
付
け
は
午
前
9
時
30
分
よ
り

　

開
始
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

▼
内　

容　

実
技
お
よ
び
講
義

▼
対　

象

　

筆
談
に
興
味
の
あ
る
人
、
仕
事
で

窓
口
・
接
客
業
務
に
携
わ
る
人
（
高

校
生
以
上
）

▼
定　

員　

各
30
人

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
方
法

　

福
祉
課
窓
口
に
あ
る
申
込
書
に
記

入
し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子

メ
ー
ル
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

11
月
20
日
（
火
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

〒
６
８
３
‐
０
８
４
２

　

米
子
市
三
本
松
３
丁
目
14
‐
23

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

全
国
要

約
筆
記
問
題
研
究
会
鳥
取
県
支
部
事

務
局

　
　
　
　
（
☎
・　

22
‐
２
３
０
１
）

　

zen
y
o
to
tto
ri@
y
ah
o
o
.co
.jp

informationinformation
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い
き
い
き
百
歳
体
操
で

元
気
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

　

境
港
市
で
は
「
い
き
い
き
百
歳
体

操
」
に
よ
る
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

す
か
？
初
め
て
の
人
も
、
そ
う
で
な

い
人
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
一
緒
に
「
い
き
い
き
百
歳

体
操
」
で
、
い
き
い
き
と
し
た
百
歳

（
長
寿
）
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

▼
と　

き　

11
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

①
境
港
市
の
い
き
い
き
百
歳
体
操
の

　

取
り
組
み
報
告

②
体
操
講
習「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

◇
講　

師

　

福
良
智
洋
さ
ん
（
介
護
老
人
保
健

施
設
は
ま
か
ぜ
理
学
療
法
士
）

▼
定　

員　

１
０
０
人

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

※
飲
み
物
は
各
自
で
準
備
く
だ
さ
い
。

※
来
年
3
月
に
も
開
催
を
予
定
し
て

　

い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　
　

（
☎
47
‐
１
１
３
１
）

楽

健

法

講

座

　

２
人
１
組
で
行
う
楽
健
法
は
、
お

互
い
の
身
体
を
踏
み
あ
う
こ
と
で
、

身
体
が
ほ
ぐ
れ
、
体
幹
が
鍛
え
ら
れ

ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
19
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

し
お
さ
い
会
館
休
養
室

▼
講　

師　

畠
山
陽
子
さ
ん

▼
定　

員　

12
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
持
ち
物　

タ
オ
ル
１
枚

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。
飲
み
物
は
用
意
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
民
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー　
　
　
（
☎
47
‐
１
２
０
４
）

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

清

掃

参

加

者

　

今
年
２
回
目
の
ロ
ー
ド
清
掃
で
す
。

　

落
ち
葉
や
ご
み
を
集
め
て
、
綺
麗

な
ロ
ー
ド
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
と　

き　

11
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
10
時

※
少
雨
決
行

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
に

　

集
合
場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
袋
・
軍
手
・
お
茶
は
用
意
し

　

ま
す
。

▼
集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
公
園

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
民
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー　
　
　
（
☎
47
‐
１
２
０
４
）

食
事
と
健
康
づ
く
り
講
座

お
う
ち
で
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ
ナ
ー

　

調
理
実
習
を
通
じ
て
、
健
康
づ
く

り
、
特
に
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
に
つ
い

て
楽
し
く
学
ぶ
講
座
で
す
。
食
生
活

改
善
推
進
員
と
一
緒
に
行
い
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

◇
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て
の
お

　

話
◇
カ
ル
シ
ウ
ム
い
っ
ぱ
い
の
ク
リ
ス

　

マ
ス
料
理
（
調
理
実
習
と
試
食
）

▼
定　

員　

20
人

▼
受
講
料　

無
料

▼
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
タ
オ
ル
、
三
角

巾
（
バ
ン
ダ
ナ
で
も
可
）

▼
申
込
締
切　

11
月
19
日
（
月
）

※
託
児
あ
り　

定
員
10
人　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
２
）

市
営
住
宅
の
入
居
者

▼
入
居
資
格
（
一
般
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

11
月
８
日
（
木
）
〜
16
日
（
金
）

▼
入
居
抽
選
日　

11
月
20
日
（
火
）

▼
入
居
可
能
日　

12
月
１
日
（
土
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
、
別
途

　

駐
車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま

　

す
。（
１
区
画 

月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

団地名
夕顔団地

（誠道町 217）

種　別 一般

建設年度 平成４年

構　造 鉄筋・３階建

募集住戸 4B 棟 29 号（２階）

間取り等
２ＤＫ

６畳（２）

家賃（円） 16,200 ～ 31,800

　市報さかいみなと　広告募集中
この大きさ (5 × 18cm)で、１万５千円！

　※リーズナブルな、１回（月）で５千円・１万円のサイズもあります。
　
◆申し込み・問い合わせ先　境港市役所　地域振興課　広報情報係（☎４７－１０１０）
　市ホームページ　https://www.city.sakaiminato.lg.jp/index.php?view=4934　で詳細を確認できます。
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境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会

職

員

採

用

試

験　

▼
採
用
予
定
者
数　
　

◇
事
務
局
職
員　

１
人

▼
受
験
資
格

◇
住
所
要
件　

あ
り

◇
年
齢
要
件　

平
成
元
年
４
月
２
日

　

以
降
に
生
ま
れ
た
人

◇
資
格
要
件　

社
会
福
祉
士
な
ど

▼
採
用
予
定
日　

来
年
４
月
１
日

▼
応
募
期
限　

来
年
１
月
15
日（
火
）

▼
試
験
日　

来
年
１
月
27
日
（
日
）

▼
提
出
書
類

◇
受
験
申
込
書
・
履
歴
書
ほ
か

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
６
１
１
６
）

家

族

介

護

教

室

知
っ
て
お
き
た
い
薬
の
話

　

薬
の
管
理
方
法
や
薬
局
で
相
談
で

き
る
こ
と
な
ど
、
薬
に
つ
い
て
知
っ

て
お
き
た
い
知
識
を
学
び
ま
す
。

▼
と　

き　

12
月
5
日
（
水
）　　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師　

中
福
優
子
さ
ん
（
鳥
取

県
薬
剤
師
会
薬
剤
師
）

▼
申
込
締
切　

12
月
3
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
３
１
）

納

税

相

談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

11
月
30
日
（
金
）・
12
月
26
日
（
水
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課
滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
０
）

こ
こ
ろ
の
相
談
会

　

子
ど
も
や
家
族
・
知
人
の
こ
と
、

自
分
の
こ
と
な
ど
、
日
頃
気
に
な
っ

て
い
る
悩
み
を
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と　

き　

11
月
24
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー　

第
４
・
５
会
議
室

▼
参
加
料　

無
料

※
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
っ

と
り

　
（
☎
０
１
２
０
‐
82
‐
５
８
５
８
）

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

▼
と　

き　

11
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー　

第
1
会
議
室

▼
内　

容

　

相
続
・
遺
言
、
不
動
産
の
贈
与
・

売
買
、
借
金
・
多
重
債
務
問
題
、
そ

の
他
の
法
律
問
題　

な
ど

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
２
４
）

　

歳

以

上

限

定

生
涯
現
役
お
仕
事
相
談
会

　

60
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た
事

業
所
説
明
会
な
ら
び
に
お
仕
事
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

１
日
４
時
間
、
週
３
日
程
度
の
仕

事
か
ら
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
お
仕
事
な

ど
、
様
々
な
求
人
に
つ
い
て
相
談
し

た
り
、
事
業
所
へ
直
接
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る
相
談
会
で
す
。

▼
と　

き　

11
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
と
こ
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心豊かで活力ある男女共同参画のまち 境港
　少子高齢化や人口減少が進む中、家族形態やライフスタイルも多様化し、社会情勢も変化する現代社会において、誰も

が心豊かに暮らし、活力ある社会を築いていくためには、性別にかかわりなく個人として尊重され、その個性と能力を十

分に発揮できる男女共同参画社会の実現が重要です。

　鳥取県では、仕事と家庭の両立に配慮し、男女ともに働きやすい職場環境づくりを積極的に進める企業を「鳥取県男女

共同参画推進企業」として認定しています。さらに、女性が活躍できる職場環境づくりに積極的に取り組む企業を「輝く

女性活躍パワーアップ企業」とし、支援しています。

▼問い合わせ先　地域振興課人権政策室（☎４７－１１０２）・鳥取県女性活躍推進課（☎０８５７－２６－７７９２）
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認定こども園

美哉幼稚園 びさい交流会

【わくわくクラブ】

「わくわく運動会」※要申し込み

　体操したり、かけっこしたり、みんなで楽しもう
▼と　き　１１月８日（木）午前１０時～お昼頃

▼申込期限　１１月１日（木）（定員２０組）

【おもちつき】

▼と　き　１１月１５日（木）午前１０時３０分～

【びさいフェスティバル】

▼と　き　１２月８日（土）午前９時～正午

▼ところ　文化ホール

【園庭・えほん館開放】

　毎日、園庭とえほん館を開放し、未就園児に絵本の貸し

出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　（☎４２－２８３９）

内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせください。

記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先と同じです。

わせ

子育てひろば

き ら き ら・ ひ ま わ り 情 報
【キラキラ☆まつり】※申し込み不要

▼と　き　１１月１０日（土）

　　　　　午前１０時～正午

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　「もりさや」によるステージイベント、

　　　　　絵本の読み聞かせ、親子製作、遊びのコーナー、

　　　　　販売コーナー　など

【おおきくなったね！】※申し込み不要

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　１１月２０日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　１１月生まれの誕生会、親子ふれあい遊び、

　　　　　おはなし会、歌、身体計測、手形・足形　など

【０歳さんあつまれ～！】※要申し込み

▼対　象　満１歳までの子どもと保護者

▼と　き　１１月２７日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時５０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　「親子で童謡コンサートを楽しもう」、

　　　　　月齢に応じたグループに分かれての交流、

　　　　　離乳食・発達・しつけの相談　など

▼定　員　３０組

▼申込期限　１１月２１日（水）

【きらきらタイム】

　◇と　き　毎週木曜日　午前１１時～

　◇ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

　◇と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

　　　　　　（乳幼児相談日と重なる時は、変更あり）

　◇ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼問い合わせ先

　◇こども支援センター「きらきら」　（☎４５－０１１６）

　◇地域子育て支援センター「ひまわり」　（☎２１－８１０３）

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ利

用券（１回の申請につき３，０００円分）を交付して

います。１１月の対象者は下記のとおりです。申請が

まだの人は、お早めに窓口までお越しください。

※お子さんの誕生月が平成２９年１２月、平成３０年

３月、６月の人は、１１月３０日（金）が申請期限で

すので、ご注意ください。

※平成３０年４月、５月生まれのお子さんの場合、６

カ月児健康診査の際にも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　（☎４７－１０７７）

お子さんの誕生月 参　考

１回目 平成 30 年 6 月～ 8月 出生月の３～５カ月後

２回目 平成 30 年 3 月～ 5月 出生月の６～８カ月後

３回目
平成 29 年 12 月
         ～平成 30 年 2 月

出生月の９～１１カ月後

ファミリー・サポート・センター情報
【全体交流会（クリスマス会）】

▼と　き　１２月２日（日）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

▼ところ　保健相談センター

▼申込期間　１１月１２日（月）～２６日（月）

※会員以外の人も参加できますが、申し込み多数の場合は、

　会員を優先します。

▼問い合わせ先

　境港市ファミリー・サポート・センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎４５－６６６０）
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聖 心 幼 稚 園 に こ に こ ひ ろ ば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

【さつまいもクッキング】※要申し込み

▼と　き　１１月１７日（土）　午前１０時～

▼定　員　１５組

▼持参するもの　エプロン、手拭タオル、皿、お茶

【おもちつき】※要申込

▼と　き　１１月３０日（金）　午前１０時３０分～

▼定　員　１５組

▼持参するもの　皿、フォーク、飲み物、エプロン、

　　　　　　　　手拭タオル

【にこにこクリスマス】※要申込

▼と　き　１２月８日（土）　午前１０時～

▼定　員　１５組

【園庭開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

【園舎開放】

▼と　き　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　（☎４２－２０４０）

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

11 月 28 日（水）
12：45 ／ 13：15

平成 30 年 4 月生まれの幼児

健康推進課
（☎ 47-1042）
※妊活相談以外は、
　母子健康手帳を持参

会場：保健相談センター

12 月 12 日（水） 平成 30 年 5 月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

11 月 29 日（木）
12：50 ／ 13：25

平成 29 年 4 月生まれの幼児

12 月 13 日（木） 平成 29 年 5 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

11 月 15 日（木）
12：45 ／ 13：15

平成 27 年 10 月生まれの幼児

12 月  6 日（木） 平成 27 年 11 月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

12 月  4 日（火）

9:30 ～ 12:00（受付 10:30 まで）妊産婦・乳幼児と保護者

離乳食講習会
10:00 ～ 10:40（5 ～ 8 カ月児）
10:50 ～ 11:30（9 カ月～ 1歳 6カ月児）

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

妊活相談 9:00 ～ 12:00（受付 11:00 まで）お子さんを希望する人

子育て相談
 毎日　8：30 ～ 17：15
 ※「きらきら」は土・日曜日・祝祭日を除く
 　「ひまわり」は木曜日を除く

乳幼児と保護者

こども支援センター
 「きらきら」（☎ 45-0116）

地域子育て支援センター
 「ひまわり」（☎ 21-8103）

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第３金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第１金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

11 月 9 日（金） 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　（☎４７－１０９１）

両　 親　 学　 級
　夫婦の絆を深めるようなストレッチなどを実施しま

す。

　参加者同士妊娠中の変化や大変さなどを話しながら

交流しましょう！！

▼対　象　妊娠中の人とそのパートナー

※妊婦さんお一人の参加も大丈夫です。

▼と　き　１１月１８日（日）

　　　　　午前９時３０分～１１時３０分

　　　　　※事前申し込みが必要

▼ところ　保健相談センター

▼内　容

◇こころと身体をリラックス

　身体を動かしてストレス発散しよう！

◇胎児の成長と心とからだを育む食生活（グループ

ワーク）

※楽な服装でお出かけください。

※託児あり。申し込みの時に併せてお知らせください。

▼申込期限　１１月１６日（金）

▼申し込み・問い合せ先

　健康推進課母子保健係（☎４７－１０４０）
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市民図書館１階は通常通り開館しています！ぜひご利用ください。

清掃センター・リサイクルセンターからの清掃センター・リサイクルセンターからの
お　知　ら　せお　知　ら　せ

▼問い合わせ先

　◇清掃センター　　　　（☎４２－３８０３）

　◇リサイクルセンター　（☎４５－８６２６）

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫ 
　１１月１８日（午前９時～正午）

◎可燃ごみ・軟質プラスチック類の祝日収集 
≪１１月の対象日≫ 
　１１月２３日（金・勤労感謝の日）

　※月曜日収集該当地区のみの収集となります。

　※当日は施設へのごみの持ち込みはできません。

お忘れなく！

国 民 健 康 保 険 税 ５ 期

後期高齢者医療保険料５期

介 護 保 険 料 ４ 期

の納期限は

１１月３０日（金）
です

・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限
後２０日以内に督促状を発送します

市報さかいみなと　26



－境港市の人口－
　　　男　：16,516 人（＋  7）
　　　女　：17,731 人（＋ 10）
　　合　計：34,247 人（＋ 17）
　　世帯数：15,202 世帯（＋ 34）

　※平成 30 年 9 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

　☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談
11 月   8 日（木）
12 月   6 日（木）

13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 11 月  9 日（金） 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取行政監視
       行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

心 配 ご と 相 談
11 月  9 日（金）
12 月 14 日（金）

13：30 ～ 15：30
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法 律 相 談 12 月  7 日（金） 13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30 ～ 17：00

多重債務・法律
相  談  会

11 月 15 日（木）
12 月  6 日（木）

13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談 11 月 13 日（火） 10：30 ～ 12：30
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家 庭 児 童 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－５０１０

こ こ ろ の 相 談
カウンセリング

11 月 26 日（月） 14：00 ～ 16：00
健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

Ｄ Ｖ 相 談

◇心と女性の相談担当　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年 金 ダ イ ヤ ル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日 8：30 ～ 19：00、 火～金曜日 8：30 ～ 17：15、
  第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日 8：30 ～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

11 月 9 日（金）
サロンコンサート Vol.226
さかいみなと弦楽アンサンブル

文化ホール 19：30 ～
境港市文化振興財団
☎ 44 － 1000

無　料
（飲み物は有料）

11 月 10 日（土）
境港文化のつどい　展示の部
　（～ 11 月 11 日（日））

海とくらし
の 史 料 館

9：30 ～ 16：30
境港市文化協会
湯越さん
☎ 090 － 4140 － 1674

無　料

11 月 17 日（土）
古典講座「みんなで楽しく『万葉
集』を読もう」

上道公民館 14：00 ～
市民図書館
☎ 47 ー 1099

無　料

11 月 24 日（土）
絵本と紙芝居の会
（英語絵本を一緒に楽しみましょう）

市民図書館 14：30 ～
市民図書館
☎ 47 ー 1099

無　料

境港市文化振興財団ホームページアドレス
　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

今月のげんきちゃん今月のげんきちゃん
みんな 元気いっぱい
 　　　　すくすく育ってね☆

　主に６カ月健診で取材しています。このコーナーに掲載を希望される

人は、取材職員にお声かけください。また、直接の受け付けも行ってい

ますので、地域振興課までご連絡ください。

 山口 颯
そう

介
すけ

 ちゃん（H29.12.13 生） と

   お母さんの 綾
あや

菜
な

 さん（外江町）

  
≪お子さんへのメッセージ≫

 　元気で優しい子に育ってね

広瀬 彩
あや

乃
の

 ちゃん（H30.1.16 生） と

   お母さんの 和
かず

美
み

 さん（渡町）
 
  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

   すくすく、お兄ちゃんと仲良く元気に大きくなってね

山本 丈
じょう

 ちゃん（H30.2.11 生） と

 お母さんの 由
ゆ

希
き

 さん（福定町）

  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

　元気いっぱい育ってね

　ウマズラハギは名前のとおり、馬のような長い顔をしたカワハギの仲

間です。水深１００ｍより浅いところに生息し、底引き網や定置網など

で多く漁獲されることから、お手頃な値段で購入出来ます。

　旬は秋から冬で、この時期の肝は脂がのって甘くとろけるようです。

身は淡白で透明感のある白身で、鮮度の良いものは薄造りや鍋、煮付け

などでも美味しい魚です。

　今回は白身を使った野菜たっぷりの温サラダをご紹介いたします。

水産課（☎ 47 － 1055  FAX 44 － 7957）

  34お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ

□作り方
　①　ウマズラハギの皮をはぎ、３枚おろしにして、腹骨、中骨を

　　取り除く。

　②　①を３ｃｍの幅に切り、塩、こしょうをふる。

　③　きゅうりは５ｃｍの長さのスティック状に切る。

　④　ししとうはへたを切り落とし、縦半分に切って種を取り除き、

　　さらに縦半分に切る。

　⑤　さやいんげんは塩ゆでし、氷水でさまし、半分に切る。

　⑥　ラディッシュは薄切りにする。

　⑦　フライパンにオリーブオイルを入れて中火で熱し、②の切り

　　身を入れて炒める。

　⑧　器に③～⑥の野菜を盛り合わせ、⑦の炒めた身をのせる。

　⑨　フライパンに残った焼き汁に、白ワイン酢、水、パセリのみ

　　じん切りを加えて手早く混ぜ、暖かいドレッシングにする。

　⑩　⑧に⑨のドレッシングをかける。

□材料（４人前）
◇ウマズラハギ（大）　　　１尾

◇きゅうり　　　　　　　　１本

◇ししとう　　　　　　　　１０本

◇さやいんげん　　　　　　１０本

◇ラディッシュ　　　　　　６個

◇パセリのみじん切り　　　大さじ２

◇オリーブオイル　　　　　大さじ３

◇白ワイン酢（又は穀物酢）大さじ１

◇水　　　　　　　　　　　小さじ１

◇塩、こしょう　　　　　　適量

ウマズラハギの
温サラダ仕立て


